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────────────────────────────────────────── 

平成23年 第１回（定例）日 出 町 議 会 会 議 録（第２日） 

平成23年３月４日（金曜日） 

────────────────────────────────────────── 

議事日程（第２号） 

平成23年３月４日 午前10時00分開議  

         開議の宣告 

    日程第１ 議案第36号 杵築速見消防組合規約の変更について 

    日程第２ 議案第37号 杵築速見環境浄化組合規約の変更について 

         提案理由の説明 

         請願の上程 

         議案質疑 

    日程第３ 承認第１号 平成２２年度日出町一般会計補正予算（専決第２号）について 

    日程第４ 議案第３号 平成２２年度日出町一般会計補正予算（第５号）について 

    日程第５ 議案第４号 平成２２年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

               について 

    日程第６ 議案第５号 平成２２年度日出町簡易水道特別会計補正予算（第２号）について 

    日程第７ 議案第６号 平成２２年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

               について 

    日程第８ 議案第７号 平成２２年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

                について 

    日程第９ 議案第８号 平成２２年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

                について 

    日程第10 議案第９号 平成２２年度日出町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

    日程第11 議案第10号 平成２２年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

               について 

    日程第12 議案第11号 平成２２年度日出町水道事業会計補正予算（第２号）について 

    日程第13 議案第12号 平成２３年度日出町一般会計予算について 

    日程第14 議案第13号 平成２３年度日出町国民健康保険特別会計予算について 

    日程第15 議案第14号 平成２３年度日出町簡易水道特別会計予算について 

    日程第16 議案第15号 平成２３年度日出町公共下水道事業特別会計予算について 

    日程第17 議案第16号 平成２３年度日出町老人保健特別会計予算について 
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    日程第18 議案第17号 平成２３年度日出町漁業集落排水事業特別会計予算について 

    日程第19 議案第18号 平成２３年度日出町農業集落排水事業特別会計予算について 

    日程第20 議案第19号 平成２３年度日出町介護保険特別会計予算について 

    日程第21 議案第20号 平成２３年度日出町後期高齢者医療特別会計予算について 

    日程第22 議案第21号 平成２３年度日出町水道事業会計予算について 

    日程第23 議案第22号 日出町暴力団排除条例の制定について 

    日程第24 議案第23号 日出町公共施設整備基金条例の制定について 

    日程第25 議案第24号 日出町地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例

の制定について 

    日程第26 議案第25号 日出町行政組織条例の一部改正について 

    日程第27 議案第26号 職員の給与に関する条例等の一部改正について 

    日程第28 議案第27号 特別会計条例の一部改正について 

    日程第29 議案第28号 日出町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部改正について 

    日程第30 議案第29号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部改正について 

    日程第31 議案第30号 日出町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

    日程第32 議案第31号 日出町用品調達基金の設置及び管理に関する条例の廃止について 

    日程第33 議案第32号 事務の委託に関する協議について（佐伯市） 

    日程第34 議案第33号 事務の委託に関する協議について（豊後大野市） 

    日程第35 議案第34号 工事請負契約の締結について 

    日程第36 議案第35号 町道の認定について 

    日程第37 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

         議案及び請願の委員会付託 

    日程第38 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

         開議の宣告 

    日程第１ 議案第36号 杵築速見消防組合規約の変更について 

    日程第２ 議案第37号 杵築速見環境浄化組合規約の変更について 

         提案理由の説明 
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         請願の上程 

         議案質疑 

    日程第３ 承認第１号 平成２２年度日出町一般会計補正予算（専決第２号）について 

    日程第４ 議案第３号 平成２２年度日出町一般会計補正予算（第５号）について 

    日程第５ 議案第４号 平成２２年度日出町国民健康保険特別会計補正予算（第３号） 

               について 

    日程第６ 議案第５号 平成２２年度日出町簡易水道特別会計補正予算（第２号）について 

    日程第７ 議案第６号 平成２２年度日出町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

               について 

    日程第８ 議案第７号 平成２２年度日出町漁業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

                について 

    日程第９ 議案第８号 平成２２年度日出町農業集落排水事業特別会計補正予算（第２号） 

                について 

    日程第10 議案第９号 平成２２年度日出町介護保険特別会計補正予算（第３号）について 

    日程第11 議案第10号 平成２２年度日出町後期高齢者医療特別会計補正予算（第３号） 

               について 

    日程第12 議案第11号 平成２２年度日出町水道事業会計補正予算（第２号）について 

    日程第13 議案第12号 平成２３年度日出町一般会計予算について 

    日程第14 議案第13号 平成２３年度日出町国民健康保険特別会計予算について 

    日程第15 議案第14号 平成２３年度日出町簡易水道特別会計予算について 

    日程第16 議案第15号 平成２３年度日出町公共下水道事業特別会計予算について 

    日程第17 議案第16号 平成２３年度日出町老人保健特別会計予算について 

    日程第18 議案第17号 平成２３年度日出町漁業集落排水事業特別会計予算について 

    日程第19 議案第18号 平成２３年度日出町農業集落排水事業特別会計予算について 

    日程第20 議案第19号 平成２３年度日出町介護保険特別会計予算について 

    日程第21 議案第20号 平成２３年度日出町後期高齢者医療特別会計予算について 

    日程第22 議案第21号 平成２３年度日出町水道事業会計予算について 

    日程第23 議案第22号 日出町暴力団排除条例の制定について 

    日程第24 議案第23号 日出町公共施設整備基金条例の制定について 

    日程第25 議案第24号 日出町地区計画の区域内における建築物等の制限に関する条例

の制定について 

    日程第26 議案第25号 日出町行政組織条例の一部改正について 
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    日程第27 議案第26号 職員の給与に関する条例等の一部改正について 

    日程第28 議案第27号 特別会計条例の一部改正について 

    日程第29 議案第28号 日出町消防団員の定員、任免、給与、服務等に関する条例の一

部改正について 

    日程第30 議案第29号 議会の議員その他非常勤の職員の公務災害補償等に関する条例

の一部改正について 

    日程第31 議案第30号 日出町営住宅の設置及び管理に関する条例の一部改正について 

    日程第32 議案第31号 日出町用品調達基金の設置及び管理に関する条例の廃止について 

    日程第33 議案第32号 事務の委託に関する協議について（佐伯市） 

    日程第34 議案第33号 事務の委託に関する協議について（豊後大野市） 

    日程第35 議案第34号 工事請負契約の締結について 

    日程第36 議案第35号 町道の認定について 

    日程第37 同意第２号 固定資産評価審査委員会委員の選任について 

         議案及び請願の委員会付託 

    日程第38 一般質問 

         散会の宣告 

────────────────────────────── 

出席議員（16名） 

１番  池田 淳子君        ２番  藤井 博幸君 

３番  工藤 健次君        ４番  安部 三郎君 

５番  田原 忠一君        ６番  森  昭人君 

７番  上野 公則君        ８番  後藤  佑君 

９番  白水 昭義君        10番  佐野 故雄君 

11番  佐藤 隆信君        12番  熊谷 健作君 

13番  佐藤 二郎君        14番  佐藤 克幸君 

15番  笠置 久夫君        16番  城 美津夫君 

────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 
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局長  名部 憲文君       次長  井川 功一君 

────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 …………………… 工藤 義見君  副町長 ………………… 堀田 義人君 

教育長 ………………… 石尾 潤治君  会計管理者 …………… 塩川 三次君 

総務課長 ……………… 工藤都四男君  財政課長 ……………… 越智  好君 

企画振興課長 ………… 吉良 正英君  税務課長 ……………… 松木俊一郎君 

住民課長 ……………… 酒井 保彦君  福祉対策課長 ………… 合田  俊君 

健康増進課長 ………… 八坂  司君  生活環境課長 ………… 小石 英介君 

商工観光課長 ………… 工藤 要一君  農林水産課長 ………… 横山 公敏君 

都市建設課長 ………… 川西 求一君  上下水道課長 ………… 小石 好孝君 

農委事務局長 ………… 近藤 嘉登君  教育委員会教育総務課長 … 木付 尚巳君 

教育委員会学校教育課長 … 清家 健志君  生涯学習課長 ………… 寺岡 達一君 

監査事務局長 ………… 河野 王見君  総務課長補佐 ………… 河野 晋一君 

   財政課長補佐 ………… 脇  英訓君 

────────────────────────────── 

午前10時07分開議 

○議長（城 美津夫君）  皆さん、おはようございます。引き続き御苦労に存じます。 

────────────・────・──────────── 

開議の宣告 

○議長（城 美津夫君）  ただいまの出席議員は１５名です。定足数に達していますので、これよ

り本日の会議を開きます。 

 会議の議事は、お手元に配付しております議事日程により行います。 

 ただいま議案２件が提出されました。 

────────────・────・──────────── 

日程第１．議案第３６号 

日程第２．議案第３７号 

提案理由の説明 

○議長（城 美津夫君）  日程第１、議案第３６号杵築速見消防組合規約の変更について、日程第

２、議案第３７号杵築速見環境浄化組合規約の変更についてを上程し、議題とします。 

 提出者から提案理由の説明を求めます。町長、工藤義見君。町長。 

○町長（工藤 義見君）  ただいま上程されました議案２件につきまして御説明を申し上げます。 
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 議案第３６号杵築速見消防組合規約の変更について及び議案第３７号杵築速見環境浄化組合規

約の変更についてであります。 

 杵築速見消防組合及び杵築速見環境浄化組合を構成する市及び町の議会の議員の定数の減少に

伴い、杵築速見消防組合及び杵築速見環境浄化組合の規約を変更する必要がありますので、地方

自治法第２９０条の規定に基づき、議会の議決を求めるものであります。 

 何とぞ御審議を賜りまして、御賛同くださいますようお願い申し上げます。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  提案理由の説明が終わりました。 

────────────・────・──────────── 

請願の上程 

○議長（城 美津夫君）  本日までに受理した請願１件は、お手元に配付いたしましたとおりでご

ざいます。なお、請願につきましては、写しにより説明を省略したいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、請願については説明を省略すること

に決定しました。 

────────────・────・──────────── 

議案質疑 

日程第３．承認第１号 

日程第４．議案第３号 

日程第５．議案第４号 

日程第６．議案第５号 

日程第７．議案第６号 

日程第８．議案第７号 

日程第９．議案第８号 

日程第１０．議案第９号 

日程第１１．議案第１０号 

日程第１２．議案第１１号 

日程第１３．議案第１２号 

日程第１４．議案第１３号 

日程第１５．議案第１４号 

日程第１６．議案第１５号 
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日程第１７．議案第１６号 

日程第１８．議案第１７号 

日程第１９．議案第１８号 

日程第２０．議案第１９号 

日程第２１．議案第２０号 

日程第２２．議案第２１号 

日程第２３．議案第２２号 

日程第２４．議案第２３号 

日程第２５．議案第２４号 

日程第２６．議案第２５号 

日程第２７．議案第２６号 

日程第２８．議案第２７号 

日程第２９．議案第２８号 

日程第３０．議案第２９号 

日程第３１．議案第３０号 

日程第３２．議案第３１号 

日程第３３．議案第３２号 

日程第３４．議案第３３号 

日程第３５．議案第３４号 

日程第３６．議案第３５号 

日程第３７．同意第２号 

○議長（城 美津夫君）  日程第１、議案第３６号杵築速見消防組合規約の変更についてから日程

第３７、同意第２号固定資産評価審査委員会委員の選任についてまでの承認１件、議案３５件、

同意１件を一括上程し、議題とします。 

 議案質疑を行います。 

 日程第１、議案第３６号杵築速見消防組合規約の変更についてから日程第３７、同意第２号固

定資産評価審査委員会委員の選任までの承認１件、議案３６件、同意１件について質疑を許しま

す。質疑はありませんか。１２番、熊谷健作君。 

○議員（１２番 熊谷 健作君）  １２番、熊谷でございます。早速ですが、議案について質疑を

させていただきたいと思います。２件ほど議案についてお尋ねをいたします。 

 まず最初は、議案第２３号日出町公共施設整備基金条例の制定についてでございますが、この

内容を最初拝見したとき、私がかねて一般質問でこれと同じ趣旨で質問をさせていただきまして、
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それを私が申し上げたから議案として取り上げたんではないでしょうけど、私の思いと一緒で町

長も提案されたのかなということがまずお聞きしたいということで、ここには提案理由の説明の

中で中央公民館、それから町営体育館等の将来の建てかえ、大規模修繕などというふうに述べら

れましたが、そういった文言どおりの趣旨でこれを将来に備えての基金としてつくられたという

ことでよろしいのかということの確認でございますので、その辺をお答え願いたいと思います。 

 それから次に、議案第２５号日出町行政組織条例の一部改正についてお尋ねをいたします。 

 この議案書の中の１８ページにありますが、主に内容で変更があるのはふれあいセンターを総

務課のほうに移管するということと、企画振興課の名称が変更になる、そして新たに一番下の

１２番、工事等の入札規約検査に関する事項の新たな新設ということだと思うんですが、総務課

の分はいいんですが、私がかねてから疑問に思っておりましたのがその企画振興課のあり方なん

ですが、これ政策推進課というふうに名前が変わることから見ても、やはり企画振興課としては

今までどおりに先駆的な新しい事業をやっぱり積極的に推進していく、取り入れていくんではな

いかと思いますがそれでいいのかということと、その中に、７番、第５条の７番、行財政改革に

関する事項というのがこれあるんですよ。 

 ずっと行財政改革に関しては企画振興課が行ってきたと私も認識しておりますが、もう本当に

かねてから疑問に思っておりますのが、片一方では新規の事業をどんどんやっていくと、片一方

では行財政改革をやると、同じ課に２つのことがあるわけですね。 

 それで、この行財政改革ということを見ますと、いろんな面があると思うんです。それは財政

の中身を検討したりいろんなことがあると思うんですが、一つの大きな面は、今やってる事業が

果たして正しいのかどうなのか、日出町にとって必要なのかどうかということをやっぱり研究す

る作業がこの行財政改革に入ると思うんですよ。 

 国で言うと、今盛んに言われてます事業仕分、そういった一面が必ずあると思うんですが、片

一方で新しい事業を起こしながら片一方で行財政改革を同じ課でやるていうのは、どうも私は前

から疑問に思っておりました。その辺は、疑問に対して町長はどのようにお考えかをお聞かせ願

いたいと思います。 

 それから、一番最後の、さっき言いました検査に関する等の事項ですが、これは簡単にちょっ

とこの前町長からもお聞きしてるんですが、具体的にどういうことか新たに課として室的なもの

を、検査室的なものをつくるのかどうか、その辺をちょっとお尋ねしたいと思いますんでよろし

くお願いします。 

○議長（城 美津夫君）  財政課長、越智好君。 

○財政課長（越智  好君）  熊谷議員にお答えいたしたいと思います。 

 議案第２３号日出町公共施設整備基金条例の制定でございますが、議員が今おっしゃられたよ
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うに本当に老朽化している施設がたくさんございます。一覧表をしてみますと５０近くに上りま

す。昭和４０年代に建築した物も５つ、５０年代に建設した物も２０近くございます。 

 そういう中で、やはり大規模な公共施設の改修に伴いますとかなりの経費がかかります。その

ためのこの基金条例でございます。おっしゃるとおり、そのために蓄えをしておくということで

ございます。本当に、議員前々からそういう思いでこちらに、執行部のほうに質問していただい

たことに対して深く敬意を表したいと思います。よろしくお願いいたします。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  御質問の中の組織改革についてであります。発言の趣旨と全く同様であ

りますが、その中で特に行財政改革と、そしてまた新たな新規事業というのが重なっているんで

はないかという御趣旨でありました。 

 御案内のとおり、日出町では第１次行財政改革を推進して、既に大体大方の成果を上げて終了

しておりまして、第２次行財政改革にかかっております。その中で、特に重要なことは、もうあ

ら方この５年間においていろいろと改革すべき点については、非常に事業的なものについてはか

なり進んでおります。 

 そういう中で、今回私どもは日出町の中期的あるいは長期的に考えて、やはり日出町の進むべ

き方向、あるいはまた日出町が当面する課題に対する解決、いろいろなものを検討する必要があ

るということから、単なる企画振興という抽象的なものではなくて、政策的なものも含めて日出

町の長期ビジョン、中期ビジョンをしっかり確立していくということであります。 

 その中で、組織の改変についても、今まで総務課に置いておりましたこの行政組織についても、

総務課から人事関係、給与関係とは別に、組織のあり方も含めてもうかなり建設課と都市計画を、

都市建設課とか農林課と耕地水産課を農林水産課であるとか、いろんな改革がもうほとんど済ん

でおりますが、さらにそれに、もう四、五年たっておりますので考えるということで、行財政改

革のことももちろんでありますが組織の問題についても、組織の研究検討と同時に組織の改廃に

ついての検討も、企画政策のこの政策振興課のほうに移管しております。総務課から移管してお

ります。 

 したがって、先ほど申し上げたように改革の中で今後の長い展望を考えたときの、やはり政策

を中心に考えるという課としてのもう中心的なことを考えると、やはり先ほどありましたふれあ

いセンター等については、非常に細々とした問題がございます。やはりしっかりじっくり考えて

ほしいという意思から、今度は逆にふれあいセンターについては総務課に移しておりまして、特

に行政係とか消防団とか区長会であるとか、各種団体の検討もするとこういうことでありますの

で、そういう意味で行財政改革の中の一体化を図るということと、その中における余り矛盾はな

いんではないかと、そういうふうに考えて現在のこの組織改正の提案をしておるわけであります
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ので、ぜひ御理解をいただきたいと思います。 

 足りない分については、担当課長から報告させます。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤君。 

○総務課長（工藤都四男君）  熊谷議員の都市建設課の契約検査についてお答えいたしたいと思い

ます。私のほうから、その契約検査の組織と配置する人員についてちょっとお答えしたいと思い

ます。 

 都市建設課内に、契約検査室の設置を考えております。配置する人員につきましては、課長補

佐級の技術職１名、それと技術職の中堅職員を１名、それに事務職員１名の３名体制を当初考え

ております。あくまで、この係的な契約検査室の設置ということで、専任の部署を現課のほうか

ら強くつくっていただきたいという要望にこたえて、まずはこの１年間試行的にやってみたいと

いうことで都市建設課内に契約検査室を設置したいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  １２番、熊谷健作君。 

○議員（１２番 熊谷 健作君）  最初の２３号の件でちょっと、もう少しお聞きしたいんですが、

越智課長のほうから答弁いただきましたが、まさしく本当に我が意を得たりという議案で私は大

賛成なんですが、これですね町長、中央公民館、町営体育館等のが、などがついてますよね。 

 これ町長はあと何年町長職をされるのかわかりませんが、これは基金をつくって次の町長にな

ったときに、これ使用目的がはっきり明記してないと、いや違う建物にも使えるんだというふう

になるかもしれないですね、そんときの財政状況によって。 

 ですが、これだけの議案をつくっていただくんでしたら、もう議案の中にはっきりと中央公民

館、町営体育館に限るというようなことで文言に入れていただくと、後々もう縛りがきいてほか

の使用目的に使えなくなるということが私はメリットとしていいんじゃないかと思うんですよ。 

 もう１点は、こういった基金ができますといったことを町内外にお知らせすると、一般篤志家

の方から、じゃあ寄附でもしようかていう方もあらわれるかもしれないと思うんですよ。 

 ですから、そういった意味でやっぱこれだけの条例をつくっていただくんでしたら、しっかり

と中央公民館、町営体育館だけという、だけと言い方悪いでしょうけど、のための基金条例とい

うふうに私は修正していただいたほうがいいんじゃないかと思うんですが、その辺についてお聞

きしたいと思います。 

 それと、次の２５号ですか。先ほどの町長の答弁、私のお尋ねに対してちょっと何かはっきり、

私はちょっと答えが出なかったような気がするんですが、繰り返しますが政策を新たにおこすと

ころと、行財政改革が一緒の部屋にいる、一緒の課にいることがちょっと矛盾するんじゃないで

すかという趣旨なんですが、何でこういうことを私はわざわざ申しますかというと、一昨日の初
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日に安心・安全メールでかなりもめました。 

 それはやはり、ああいう新規事業をまずおこすときに、この事業が果たして日出町に必要なの

かということの精査がまずない。それが、やりながらうまくいかないんだったら何でうまくいか

ないのかという検証もない。それで、ああいう形でもうしり切れトンボで終わってしまって、そ

の後これはむだだったのではないかという検証も何もない。 

 それから、それを我々議会は一生懸命言いますが、役場の中でそういう検証するシステムがな

いと思うんですよ今、どの課にも。この分掌事務の中一切ありませんよね、そういう検証してる。

そういうことがあればまたお答え願いたいと思うんですが、私の知る限りはないと思うんですけ

ど、役場の中で組織の中で検証するということがですね。 

 ですから、私は行財政改革というしっかりとした作業をするチームがあるんですから、その中

にそういった検証チームを一緒に入れていただいて、一緒にそういったことを、各種事業につい

て見直しを徹底的にやっていくということがああいう過ちを犯さないことの一つの道しるべにな

るんじゃないかと思うんですよ。 

 そういった意味で、先ほど工藤総務課長のほうから新たに検査室で３人をつくると。それは、

私は本当こういうことは遅きに失したぐらいじゃないかと、もうかなり前からこれは必要だと言

われながらやっと今度できるわけですから。 

 そういった意味で、そういう新たな係でもいいから分離して、やはり第三者的な目で日出町の

いろんな事業について検証していくということが必要じゃないかと思ってあえてお尋ねしてるん

ですが、その辺についてお答えを願いたいと思います。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  第１点目の公共施設の関係でありますが、中央公民館あるいは体育館と

いうことの言葉が出ておりますが、これに私はやっぱり限定はできないんではないかなと思って

おります。 

 例えば、地区公民館であるとか、あるいはここの庁舎が大変老朽化しております。そして、本

体的に全部、全面改築をするのか一部的に補修をするのか、それはいろんな状況の中で、例えば

今回川崎小学校で予算をいただいて耐震強化をやっておりますが、同時に漏水防止であるとか周

辺の老朽化施設の若干の改修をするとかそういうことを一緒に入れて予算化して、今もう既に発

注されておるわけです。 

 そういうときに、私どもは、今中央公民館と言いました。私の試算では２０数億かかる、建て

かえに２０数億かかります。それから、体育館についてもかなりの金額がかかります。 

 今の分の私どもの調査によりますと、相当まだ強度があるということでありますので、リファ

インていいますか改修、改築、増築等を含むことを考える時期であります。これは、中央公民館、
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あるいはこれは中央公民館というか自治センターというか地区センターというか、いずれにして

もこういうものは本格的に組織をつくって構えていかないと。そして、その財源等について検討

しないといけないとそういうふうに思ってます。 

 これは、１０億を超える２０億近い金額がかかることでありますので、今そういう問題ではな

くて、やはりあちらこちらでかなり老朽化が進んでる公共施設について、蓄えながら適宜必要な

ときに必要な改修工事をしていくとこういうことでやっております。 

 今、議員が言われることは大変重要な問題でありますが、これは別にプロジェクトをつくって

どういうふうに考えていくということは大きな町政の課題であるとそういうふうに思っておりま

す。 

 したがって、これとこれに使うということについては、今さっき担当課長からありましたが、

かなり数が多うございます老朽化してる施設。ですから、どうしても応急的に、あるいは一部改

修改築を含めてやるというときにぜひ基金を積み立てておいて、予算がないからできないという

ようなことのないようにしたいとこういう気持ちでございますので、ぜひ御理解をいただきたい

と思います。 

 あわせて、組織について、検証する組織ということであります。庁内でやっても、やはり私は

そういうことだと思います。ですから、第三者が入るいろんな検討委員会ていうのは、私は組織

においても必要だと思いますので、そういうことの中で私は検討させていただきたいと。 

 安全安心メールにつきましては、特に国が実証実験としてやってみらないかということの事業

の中で私どもは実証実験としてやって、永久的にやるということで発足したということでも私は

なかったよというふうに考えております。 

 そういう意味からして、もう５年近くになっておりますので、やめ方についていろいろな課題

があったかもしれませんけれども、ずっとそういうことの中で、一緒にやってまいりした地域通

貨の問題についても既に疲弊化して他の方向に移行するような措置を考えておりますし、安心・

安全メールについてもさらに大きな予算が要ると。むだではなかったかということでありますが、

本来実証実験というこの意味からすると、私は課題があったかと思いますが、私はむだではなか

ったとそういうふうに思っておりますので、ぜひ御理解をいただきたいと思います。 

○議長（城 美津夫君）  １２番、熊谷健作君。 

○議員（１２番 熊谷 健作君）  これ以上いろいろ申し上げると、議案質疑の範を超えることに

なると思いますので、後は担当委員会でしっかり審議していただきたいと思います。私は、きょ

うは問題提起をさせていただいたということでこれで終わります。 

○議長（城 美津夫君）  ほかに質疑はありませんか。１１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  １１番、日本共産党、佐藤隆信です。議案質疑を行います。 
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 はじめに、平成２３年度日出町一般会計予算の商工費の中の問題を取り上げたいと思います。 

 その中の、的山荘指定管理料２７６万円となっています。ところが、前回私たちにもらった指

定管理者との取り決めの中では、指定管理料は２３年度は１３１万４千円となっています。そし

て、２４年度から２６２万８,２００円となっていますが、２３年度でなぜ２７６万円になった

のか、その中身についてしてもらいたいと思います。 

 次に、的山荘の管理運営費１,４２７万７千円とありますが、具体的にどういうことをするの

かお知らせを願います。 

 次に、公園の緑地整備のことであります。新事業として、安養寺ふれあい広場に芝生化事業

４,３１６万２千円、これは新規事業ではかなり大きな事業です。幼稚園の芝生事業については、

今きょうのテレビもありましたが、幼稚園生が喜んでいるというんで私もそれはいいことだと思

います。 

 この事業は、グラウンド全体に芝生を張るのか、張った後どういう利用の仕方をするのか、現

在あそこでよくサッカーなどしていますが、また今後の芝生の張りかえなど管理にはどれぐらい

の予算が必要なのか、またこれには国からの予算がどれぐらいついてるのか、答弁をお願いしま

す。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  佐藤隆信議員の議案質疑にお答えいたしたいと思います。 

 まず、指定管理料の問題でございますが、指定管理者にお支払する指定管理料ということで、

２７６万予算計上今回させいただきました。これにつきましては、昨年の指定管理者の公募要綱

の中で、指定管理に関しては庭園の維持管理費用約１９８万円、それから夜間の警備費用という

ことで、これ機械警備ですが６４万円ほど。これについては、公募要綱の中でこれについては町

として指定管理者へ管理費用ということで、委託料という関係でお支払しますということで公募

をしておりましたので、今回新しい２３年度予算から計上させていただきたいというふうに思っ

ております。その経費が２７６万円でございます。 

 それから、的山荘の管理運営費の１,４２７万７千円の内容でございますが、内訳はまず修繕

料ということで１７５万３千円ほど。これは、主に畳の表がえ、それからじゅうたんの張りかえ

の修繕料でございます。 

 それから、指定管理者との協議の中で張りかえ箇所等若干の変更は生じてきますが、この予算

に収まる範囲内で修理をしたいというふうに思っております。 

 あとは、大きな分につきましては消防施設の改修工事が約５０９万５千円、これは消防法にの

っとって消防設備をきっちり、消火栓等を設置しなさいということでこの改修工事が５０９万

５千円。 
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 それから、電気改修工事、電気の配線若干古いところ等がございますので、そういったところ

の改修工事ということで４０６万９千円を予定しております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  生涯学習課長、寺岡達一君。 

○生涯学習課長（寺岡 達一君）  佐藤隆信議員の御質問にお答えいたします。 

 新年度、平成２３年度から国の事業をいただきまして、グラウンドの芝生化に努めたいという

ことです。現在、安養寺のグラウンドについては、中にいろんな外来種等の草が生えております。

これ大変、滑ったりして足をけがをするということで、前からこの中の部分変えてくれというよ

うなお話もありました。 

 その中で、国の芝生化事業、今幼稚園の話も出ましたけれども、学校、各種グラウンド芝生化

の事業ということで、国の方針として芝生化に努めなさいというようなお話があります。その部

分にのっかりまして、国の約６割の補助金等をいただきまして中を大改修したいと。まず、中に

ずっと配管を回しまして、そして芝生そのものを全部張りかえまして、新しく管理人もつけまし

て芝生を置いてみるということで、全体的に芝生化をやる予定にしております。 

 とりあえず、この部分について安養寺ということで、実験的というわけでありませんけれども、

このグラウンドにまず今火急にそういう危険性がある部分についてはきちんとした対応をとりた

いということで、国の補助金もいただけるわけでございますので、事業としてはかなり高額なも

のになりますけれどもこの分について、それとともに地域総合スポーツクラブこれの資金等も活

用いたしまして、中のグラウンドの整備等もやっていきたいというふうに考えております。 

 以上です。（「維持管理」と呼ぶ者あり） 

○議長（城 美津夫君）  生涯学習課長、寺岡達一君。 

○生涯学習課長（寺岡 達一君）  維持管理については、今申し上げましたようにまずあそこに、

今倉庫兼用のものがありますけれども、あそこを片づけまして人がおれるように、１人常駐して

いただくと。そして、その方を中心にして中の維持管理をやっていくと。 

 だから、その方の分についてはまず総合型地域スポーツクラブの中で予算化ができると思いま

すので、その分で予算化をしてくと。そして、あと水道光熱費これらはかなりかかってくると思

いますけれども、この分について維持管理をしていきたいというふうに考えております。具体的

にまず人件費が２００数十万ということで、あと水道光熱費等どの程度かかるか、まだその辺に

ついてははっきりとした数字をまだ今のところ出しておりません。 

 以上です。 

○議長（城 美津夫君）  財政課、越智好君。 

○財政課長（越智  好君）  補助の関係でございますが、こちらの予算書、予算に関する説明書
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の３４ページのスポーツ振興くじ助成金ていうそういうものを利用して芝生化事業を行いたいと

思います。 

 そして、予算のこの概要、当初予算の概要というのをお手元にお配りしておりますけども、そ

この４９ページの一番下のほうに安養寺ふれあい広場芝生化事業ていうことで財源内訳を記して

おりますので、御参考になさっていただきたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  では、的山荘管理に関する収支計画書というのをもらった、私

たちもらっているんですけど、これはどういうふうになるんで、これに出しているのは２３年度

の指定管理料が１３１万４千円で、２４年から２６２万８千円というふうになっています。これ

と今度の出したのは違いがあるんですか。その辺をちょっと聞きたい。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  いやいや、ちょっとまだあるんです。それに１,４４６万の指

定管理料、の管理運営費、これ的山荘を買う時に管理運営費がどれぐらいかかるのかということ

でおたくのほうが資料を出したのは、管理運営は年間４７５万かかるということで、年度ごとに

もきちっと出しています。 

 例えば、平成２２年に管理運営がかかるのが４７４万で、それ以後はどんどん管理運営費がか

かるんじゃなく逆に減っているという状況の中で、なぜ当初２３年でこんなに一気に、この当初

の私たちに的山荘を買うというときに管理運営費はこれぐらいで済むんだということで出された

この計画書からすると全く管理運営費が違っていると、これはどういうことなのか。当初出され

た計画書と実際買った的山荘に対する管理運営費がこんなに違うのは、当時の出した資料に対し

てうまくできていなかったのかどうなのかその辺を。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  ただいまの御質疑にお答えいたしたいと思います。 

 まず、指定管理者にお支払します管理委託料でございますが、当初の計画では新年度からとい

うことでありましたけども、指定管理の手続上、当初４月１日からきっちりいくというふうに、

それが当初の計画でしたけども、手続上半年かかったりする場合があるんで約半年分ということ

で予算計上させましたけども、今回からは４月１日からきっちりともう指定管理をしていただく

ということになりましたので、その分の指定管理料ということで２７６万ということで満額を計

上させていただきました。 

 それから、今質問でございました管理委託料の４７０万につきましては、今までは私ども観光

協会を実施主体に維持管理等やっておりました。その経費が４７５万経費がかかっておりました
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が、今度指定管理者に委託する場合はその２７６万という金額になるということでございます。 

 何が減ったかといいますと、これは電気代とか光熱水費含めましてそういった分については指

定管理者が払うということになりましたので、いわゆる庭の庭園管理とさっき言いました機械警

備の分だけが町負担ということになりますので、全体的に４７５万の今までの管理料につきまし

ては２７６万円に減額なったということでございます。 

 それから、ここでいう的山荘の管理運営費の１,４２７万につきましては、いわゆる指定管理

者に指定管理をしてもらうまでに町としてきっちりと整備しなければならない、２３年度指定管

理になる前に修理をきっちりとしてそれから指定管理の人に入っていただくということで、さっ

き言いましたように畳の表がえ、それからじゅうたんの張りかえ、それから電気設備の改修工事、

電気改修工事、これが入っておりますので、これはさっき言いました指定管理者に払う指定管理

料２７６万とはまた別の部分でございますので、御理解をしていただきたいというふうに思いま

す。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  私の言うのは、おたくの答弁と違うんよ。というのは、当初的

山荘を購入するちゅたときに、あなたたちは私たちに出した計画書あるわけですよ。 

 これぐらい、的山荘買うたときに維持管理がこれぐらいかかるとあるわけですよ。それからす

ると、的山荘購入どうなってるか４７５万で平成２３年度が３５５万、平成２２年度が３５５万

で、そのときに屋根の修理を加えて整備の必要などを含めて９６０万、これは平成２５年度にな

って初めてそれだけの管理が必要なんだと。 

 ところが、的山荘これぐらいしかかからないんだちゅうことで買うことを私たちに提案をして、

これで皆さんこれぐらいの維持管理ならいいでしょうということで認める。ところが、今度はも

う当初の２３年度から的山荘の維持管理費はこんなに予算が、当初私たちにこれで買うんだとい

うことからすると、大きく変わってきています。それでは、当初の予算と今度の予算では大幅な

食い違いがある。それはおかしいんではないかちゅ私は言ってるんですよ。それは、じゃあ指定

管理者に渡すためにこれだけたくさんかかるようになったんですか。それはどうなったんですか。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  的山荘を今から先、維持管理を含めまして必要最小限度、町の

責任で維持管理料ということで２７６万かかります。これは指定管理者にお願いする分なんです

が、それ以外にさっき言いましたように人がたくさん集まる場所ということで、消防法の適用を

受けましてそういった整備もしなさいということでございますので、これはまるひでさんが当然

あそこで維持管理を指定管理者としてする上で、うちのほうが責任持って整備をしてあげないと
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いけない部分でもありますが、今から先あそこをいろんな利活用する際においては、やっぱり消

防法にのっとったきっちりした整備等は町の責任でしなければならないということになっており

ますので、これに基づいて消防関係の設備改修ということとあわせて電気の改修を一緒にさせて

いただきたいというふうに思ってるとこでございます。 

○議長（城 美津夫君）  ほかに質疑はありませんか。なければ、これで質疑を終わります。 

────────────・────・──────────── 

議案及び請願の委員会付託 

○議長（城 美津夫君）  ただいままでに議案となっております日程第１、議案第３６号杵築速見

消防組合規約の変更についてから、日程第３７、同意第２号固定資産評価審査委員会委員の選任

についてまでの承認１件、議案３５件、同意１件、請願１件をお手元に配付しております付託表

のとおりそれぞれの所管の常任委員会に付託したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、承認１件、議案３５件、同意１件、

請願１件をそれぞれの所管の常任委員会に付託することに決定しました。 

────────────・────・──────────── 

日程第３８．一般質問 

○議長（城 美津夫君）  日程第３８、一般質問を行います。 

 順次質問を許します。１１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  １１番、日本共産党、佐藤隆信です。一般質問を行います。 

 はじめに、三尺山地区でのペット葬儀設置について質問いたします。今、現地の三尺山地区で

は設置反対の声が上がり、今議会に設置反対の請願書も提出されていることと思います。現在の

状況はどうなっているのかについてお聞きしたいと思います。 

 町に設置についての申し入れはいつごろありましたか。火葬場の場所、火葬場の建設計画はど

のように提出されていますか。他町村からの火葬物の持ち込みなどはあるようにありますか。設

置場所の住民との町が意向を調査しましたか。町としてこの設置についてどのように考えている

でしょうか。 

 まずはじめに、以上について答弁をお願いいたします。再質問は質問席で行います。 

○議長（城 美津夫君）  生活環境課長、小石英介君。 

○生活環境課長（小石 英介君）  佐藤隆信議員の質問、三尺山の犬猫の火葬場の設置についてお

答えしたいと思います。 

 第１点目のほうで、町に設置についての申し入れはあったのか、いつごろあったのかという質

問でございます。設置に関する申し入れについてはありませんでした。しかし、平成２３年の
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１月２０日付で、農地法第５条第１項の規定に基づく転用申請書が農業委員会に提出されており

ます。担当者のほうが、ペットの火葬場設置に関し何か法的な規制はあるのかどうかという問い

合わせがあり、うちのほうで知りえたところです。 

 それから、第２点目、火葬場の場所、火葬場の建設計画についてということであります。提出

された農地転用申請書及び添付書類によれば、場所は日出町大字新貝になります。建設計画につ

きましては、５００平米ぐらいの土地に軽量鉄骨、スレートぶき、平屋建ての２０平米ほどの建

物を建てまして、その中に火葬炉を収めるというような計画になっているようであります。 

 それから、３点目の他町村からの火葬物の持ち込みはというような質問ですが、詳細について

は不明であります。農地法上では必要書類とはなっておらず、また申請書及び添付書類にはこう

いった詳細な年間焼却予定数とか、どこから、地域別に予定されている件数というのは記載があ

りません。 

 この質問通告書が手元に届いてから、農業委員会の担当者を通じて事業者に問い合わせをいた

しました。法令等による規制がないというようなこともありまして、事業者のほうからの回答は

いただいておりません。 

 それから、第４点目になりますが、設置場所、住民の意向調査はしたのかという件になります。

この件につきましては、事業者、町ともに意向調査はしてはおりません。転用申請書が提出され

てから、早い段階で地元の区長ほか数名の方が生活環境課に見えまして、規制等についての相談

を受けた段階で、地元はどうこうというような意向は聞いております。一商業者の商行為、ある

いは経済行為ということでありまして、地域住民の意向調査やる場合につきましては事業者のほ

うがやるべきだというふうに考えております。 

 第５点目のほうで、町としての考え方はということでありますが、事業者と地域住民がお互い

を尊重し、十分な話し合いを持っていただきたいという思いをしております。また、操業するよ

うになれば地域の生活環境に十分配慮し、地域の方々の生命、財産に危害を及ぼすようなことが

ないように、良好な近隣関係を築くように努めてもらいたいというふうに思っております。 

 犬猫の火葬場施設、こういった霊園事業に関しましては、現実的に国の法令はありません。そ

して、町としても現段階では独自に規制をしようというふうには今のところ考えておりません。 

 以上です。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  私も聞きました。条例とか規則とか何もないと。だから、つく

るのも自由、進出するのも自由と。だから、手も足も出せないと。今言うことはそういうことだ

と思います。でも、その地域で大きな問題になるというのは、日出町の中で、町民の中でそれを

建設することに大きな問題が起きているわけです。そうするならば、町はこれを条例もない何も
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ないんだから知らないよというんでは私は悪いと思うんですよ。やはり、町がその中に入って、

業者と地域の人との間に入って、町が今後どうすれば円満に解決するのかということのやはり役

割をこういう問題起きたときには果たすべきだと思うんです。 

 だって、農業委員会は当然これにかかっております。じゃ、農業委員会の農地転用はどういう

意味で農地転用ができたのかできなかったのか、その点を聞きたいと思います。 

○議長（城 美津夫君）  農業委員会事務局長、近藤嘉登君。 

○農業委員会事務局長（近藤 嘉登君）  佐藤隆信議員の質問にお答えします。これは、農林水産

課のほうで農振の解除から始まっております。この土地は、平成１４年に農振の解除をなされて

おります。 

 ２３年の１月２０日に５条申請で、ペット火葬場用地としての申請がなされました。うちのほ

うは、農振の解除が平成１４年なので県のほうに問い合わせたところ、別にその解除については

問題はないという回答をいただきましたので、平成２３年２月４日に農業委員会総会にかけまし

て審議いたしました。 

 農地法上、農地の５項目あるんですが、特に支障を及ぼす恐れはないということで、農業委員

の調査のほうで報告があっております。また、農業用水路、給排水等も今回そのペット場は水を

使用しないということで、農業用水路等の影響も出ないということで、農業委員会は全員一致で

承認して県のほうに進達をしております。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  私が言いたいのは、これによって、例えば水に問題があるとか

いう問題やないんですよ。これを建設することによって、地域でこういう問題が起きていること

に対して、町は条例も何もないから一切知らないのかと、農業委員会もそういう問題は多分起き

て、もう地域の農業委員の人は問題があるち提起したんじゃないかと思うんですけど、もう何も

なかったちいうんですけど。 

 そういう問題が起きてるときに、ただ単に条例がどうだから水がどうだからといってそらいい

よというんじゃなくて、地域にそういう問題が起きたんなら地域の人となぜ先に話さないのかと、

いうことを町がやはり中に入ってやるべきじゃないかと。いつもそのことをしないためにいろい

ろ問題が起きて沸騰して、それからどうするかということに最近いろいろ町の中で起こっていま

す。 

 その点では、町長が一番責任者ですが、こういう問題が起こったときに町長はやはり町民と業

者と町の三者で、どういう方向が一番解決したらいいのかと、そういう話し合いをする考えはあ

りますか。 
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○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  佐藤隆信議員の御質問にお答えいたしますが、非常に微妙で難しい問題

だと思っております。法律、あるいは条令規則等で何らの定めもないわけでありますし、今やろ

うとしてるところが農振の解除と農地の開発についていずれももう許可をとっておるという、農

業委員会の中でも私は論理的にいうと全員一致の賛同だったと、こういうふうに私はお聞きして

おります。 

 気持ちとしては、反対の方があったんではないかとそういうふうに思いますが、規定上に違反

することが何らない以上、感情でどうこうということはなかなか言えなかったということも私は

十分理解ができるわけであります。 

 そういう意味からすると、先ほど最後の５番目の中で担当課長が申し上げましたように、業者

の皆さんがやっぱりぜひつくりたいということであれば、地域の皆さん方にお尋ねしてお話をす

ると。そして理解をしていただくと。そして、本当に微妙で難しい問題だと思います。今、全体

的にやろうとしてるとこが２０平方メートル以下、約６坪程度前後とお聞きしております。６坪

ぐらいの小さい小屋を、小屋といいますか建物が建って、その中に若干のこの焼却的な施設、炉

みたいのが入ってくるとこういうことのようであります。 

 したがって、私どもはいろいろと中に立って、当然地域の皆さんのある意味では迷惑施設だと

思います。ですから、気持ち等十分考えながら、地元と業者との中に立ってお話し合いをするこ

とについては、私は異議はございませんしすることもやぶさかではございませんが、町がどうし

ろこうしろという立場になかなかなりにくいという点もぜひ御理解をいただきたいと。 

 そういう意味から、ぜひ地元の方々と私どもも１回話し合うか、あるいはまた今事業をしたい

という方もどうも町内のようであります。そして、全国的に条例とか規則とか規制をしたという

ようなこともあります。 

 大分県では１０ほどもう既に、大分市で４つと思います。国東や別府やそれぞれについて、宇

佐等にはあるようでありますが、１０カ所程度もう既にいろいろ来ておりますが、その条例を定

めてもこれはなかなかつくるなということになりにくいとこういうことでございますので、事実

上私も何らかの形で地元と、あるいは業者ともう既に何回か皆さん公表しては、なくてもお話を

若干している向きはあるんでありますが、もう少し私どもとして仲介の労をとるということにつ

いては異存はございません。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  私も規制をしようとかつくらせるなち言ってるんじゃないんで

すよ。地元と問題が、というのなぜかと。皆さん御承知のように三尺山地区は、特に新貝地区は
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次から次に産廃場ができたり、土砂の埋立がまたすぐそこにできたり、要するに言うならば社会

一般では迷惑施設がどんどんできるわけですよ。 

 だからそこの地域の人、特にそして今度のできるのは、私はもこの施設はどれぐらいあるんか

と思っていろいろ調べました。そしたら、ところによっては町近くにあるが大体は山の中につく

るちゅうのが、普通つくっているんですよ。 

 そして、あそこは人家までが一番近い人は６０メーター、１００メーター中に１２戸も入って

るということもあって、そういう点でもついてこの地域につくらないでもっと山のほうにつくっ

たらどうかちいうのが、多分地域の人の感情的なものであるというふうに思います。 

 だから、つくる業者も日出町の人です。だから、つくるなちゅうんじゃなくて、そういう場所

の変更もできないのかどうか含めて町も中に入って住民と話し合って、業者も行って話し合いを、

私町長はそれはやぶさかでないちいうんだから、そういう話し合いも含めてこの問題については

条例も法律もないんだから、それで規制ができないんだからそういう話し合いをぜひもってもら

いたいというふうに思います。 

 次に、工藤町長はたびあるごとに日出町の人口を３万人の町にしたいと言っています。私も、

そういうふうに早くなればいいと思います。ただ、その目標は町長は大体何年ごろをめどにおい

て３万人にしたいのか。町長も、いつまでも町長しているわけではないんで、一定期限が来れば

町長を退任せねばならない時期があるんじゃないかというふうに思います。 

 そのためには、やはり人口をふやす具体的な計画がないとなかなか到達できないんじゃないか

と。今町長は、観光に力を一生懸命入れてます。それはそれなりに成果も上がることとは思いま

すが、これではなかなか私は人口はふえないんじゃないかというふうに思うがその点はどうか。 

 そして、今皆さん御承知のように町営住宅は青津山にして、成田尾住宅にしてももう住宅がぼ

ろぼろ、要するに本当にあそこには安いから入っているんであって、住居としての必要として入

る人はほとんどないんじゃないかということも考えますと、そういう人口をふやすためにも住宅

建設、または新たな土地取得をして日出町に豊岡団地をつくったように、そういう団地を造成し

て日出町に人口をふやす。というのはなぜなのかと、日出町の環境のいい町で、私ごく最近であ

りますがキャノンの上役とも話しましたが、正社員は日出町に住みたいと。そういう住む家を建

てるようなとこはないかというふうに言われましたが、今日出町を見てもそういうところは区画

整理の中の高いとこぐらいしか、もうあそこもほとんどなくなっているという状況です。そうい

うものをやる気があるのか。 

 もう一つは、地場産業、中小企業や農林漁業の強化発展を具体的にどうするのかと、そういう

点の計画はあるのかどうかお聞きしたいと思います。答弁お願いします。 

○議長（城 美津夫君）  企画振興課長、吉良正英君。 
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○企画振興課長（吉良 正英君）  佐藤隆信議員の御質問にお答えいたします。 

 日出町の人口３万人の目標は何年ごろか、具体的な計画はとの御質問でございますが、我が国

の総人口は２００６年に１億２,７７９万人のピークに達しましたが、以後出生率の低下に伴い

まして減少に転じております。今後も低下は続き、２０４６年には１億人を割る推計も出ており

ます。 

 しかしながら、昨年１０月に行われました国勢調査では、県下で大分市と日出町のみが人口増

加となっており、速報値で日出町は５７７人増の２万８,２１７人となっております。若干の差

異はございますが、ことし１月３１日現在の住民基本台帳人口は２万８,６２０人で、昨年同期

で比較しますと１００人増加しております。 

 増加の割合がここにきて少し落ちてきております。現在、第４次日出町総合計画に示し

２０１５年の目標人口３万人を目指しておりますが、２００９年以降の世界的な金融不安に端を

発した不況が襲ってきており、厳しい社会情勢の中で今後想定どおりの伸びは期待できないのが

現状であります。 

 国立社会保障・人口問題研究所の日本の市区町村別将来推計人口によりますと、県内主要市が

１０年１５年後に軒並み１割以上の減少となる中で、２０２０年、２０２５年とも日出町は２万

９千人前後を維持できる予測となっております。年齢構成で、１５歳から６４歳までの生産年齢

人口が６１.４％と多くの割合を占めている点が強みと考えられております。 

 今回の日出町の人口増加の中身を見ますと少子化が進んでおり、転入による増加、すなわち社

会増に起因しているものであります。今後も、自然環境や交通の利便性など恵まれた立地による

地勢的条件が良好なことを生かし、上下水道や生活関連道路の整備など環境に配慮した施策や、

医療、福祉、教育などすべての分野で他地域に勝る施策を展開し、住む人が豊かになる誇れるま

ちづくりを行い、人口の伸び率は落ちても引き続き人口の増加するまちづくりに努めてまいりた

いと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  佐藤隆信議員さんの御質問にお答えいたします。観光で人口は

ふえるかという御質問でございます。 

 御承知のとおり、我が国では観光立国を国策としまして、住んでよし訪れてよしの国づくりを

方針とした観光振興を図ってる政策が進められております。このような政策によって、観光を通

じて幅の広い観光産業の活性化等によります地域力の発揮を求めているところでございます。 

 現在の経済情勢、特に産業構造等から産業としての観光への期待が高まり、脚光を浴びてきて

おります。県内の各自治体におきましては、専門の組織を設けたりして積極的に推進するところ
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が多くなってきております。特に、外国人観光客の誘致が大きい国策となっていることから、町

の魅力や特性を広く海外に情報発信したり提携関係を密にしたりして、相互送客を効果的に行う

ことを目的とした自治体もふえてきております。 

 また、九州新幹線の開業に伴いまして経済圏が広がってまいります。この経済圏の広がりによ

りまして、人の行き来が活発になってくるという効果に期待が寄せられております。 

 こうした人的交流が文化をはぐくむと考えた場合、定住人口というよりも触れ合いの機会をふ

やすことによって、いわゆる文化活動をさせることができるんじゃないかというふうに思ってお

ります。ですから、今後の町の価値は定住人口よりも交流人口で決まるというふうに言われてい

るときじゃないかというふうに思っております。そういった意味で、観光こそまさに交流人口を

ふやす端的な策であると考えております。 

 日出町は、国東半島の入り口の町として恵まれた自然環境や、公共の要所となっております。

空港への通過点でもあることから、毎日相当数の人がこの町を通過しているというふうに思われ

ます。こうした人たちが立ち寄るための交流の拠点として、宿泊施設や商業施設等の誘致も必要

であります。今からこそ、まさに観光誘致に力を入れて交流人口をふやしていくことが重要と考

えて努力してまいりたいと考えております。 

 観光は裾野が広くて、旅館、ホテル、飲食業、運輸業への直接な効果、また農林水産業、それ

から職産業、製造業等への（発言する者あり）（笑声）はい。波及効果が大きいというふうに思

っておりますので（発言する者あり）はい。交流人口が増えて産業としての観光が発展すれば、

そこに携わる人、雇用が促進されて定住につながる効果も期待できるというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  都市建設課長、川西求一君。 

○都市建設課長（川西 求一君）  そうさせていただきます。先ほど、佐藤隆信議員の人口の増加

と公営住宅の関係を若干御質問にありました。現在、日出町では公営住宅としては町営住宅が

２７８戸、県営住宅１団地２４戸で６団地で計３０２戸がございます。 

 先ほど申し上げましたように、青津山とか藤原、成田尾住宅につきましては、かなり老朽化も

進んでいるんではなかろうかという御質問であります。はい。ごもっともでございます。その建

てかえについてはどうかという御質問ですけども、建てかえにつきましては、日出町におきまし

ては過疎地域ではないという全県下的なところもございます。公営住宅につきましては、定住促

進を図る（発言する者あり）いいですか。（発言する者あり）はい。（笑声）意味合いも含まっ

ておりますけども、本町としましては事業費に関しては非常に不利な状況にございます。 

 それと、現在入居されている方々の使用料にはね返ってくる問題でもございますので、建てか
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えについては非常に慎重に計画を進めてまいりたいと思っております。 

 また、住宅の土地取得の考え方はあるのかということでございますけども、古いやつを新しく

するというのが最優先でございますので、現状ではその土地を取得して公営住宅を建てようとい

う計画はございませんけども、これは情勢を見きわめながら行っていかなければならない条項で

はなかろうかと思っております。 

 また、本年４月を目途に、現在旧県職員住宅の払い下げ案件が２年ほど前から出まして、それ

を何とか有効利用できないかということで、この職員住宅の払い下げを受けまして本年４月から

改修を加えまして、９戸ではございますけども、町民の方々に低額な家賃で安く利用していただ

くように現在進めているところでございます。 

 また、本議会につきましても、この設置につきまして審議をいただきまして許可をいただきた

いと思っております。何とぞよろしくお願いいたします。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  それでは簡潔にお答えしたいと思います。 

 地場産業の、特に中小企業の強化を発展させる具体的な計画はについてでございます。商工観

光課としましては、こうした地場企業、特に町の税源確保等に大変影響してまいります。 

 それから、地場の活性化については非常に重要なことだというふうに認識しておりますので、

既存の地場企業との顔の見える関係性の継続構築のために、経営方針や必要な支援策の情報など

基本的な情報を収集するために毎年やっておりますように、企業訪問を引き続いて行っていきた

いというふうに思っております。 

 企業との情報交換、対話の機会をとらえて、企業ニーズをしっかりと把握して地域産業界をは

じめとする商工会や関係機関との連携のもとに、時代の流れに即した地場企業の振興に取り組ん

でまいりたいというふうに思っております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  農林水産課長、横山公敏君。 

○農林水産課長（横山 公敏君）  農林水産業の振興策についてお答えいたします。 

 まず、担い手の確保、定着についてです。町は、これまでトマトハウスやキュウリハウス等の

栽培施設の導入、路地ではシロネギの機械導入、またシイタケ人工ほだ場の導入等、既存農家の

経営規模の拡大や新規参入者の初期投資軽減のために支援を行ってまいりました。 

 また、漁業におきましては、主要水産資源でありますカレイやクルマエビ等にの種苗放流にも、

漁業者と共同で取り組んでおります。これらは、担い手の確保及び経営安定に重要なことである

と考えておりまして、今後も引き続き農林漁家や新規参入者の積極的な取り組みを支援してまい
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りたいと考えております。 

 次に、農地の有効利用でございます。現在、町では飼料米の推進を行っておりますが、今後は

飼料米に加えまして土地利用型の野菜であり大規模な経営が期待できるシロネギの作付拡大を進

めて、農地の活用に努めたいと考えております。 

 次に、地産地消の推進であります。農協の直販所ふれあいの里が来店者１５万人を突破したこ

とや、大神漁港の朝市のにぎわいに見られますように、地産地消は地域の住民に理解され浸透し

つつあると考えております。今後は、農協、漁協と協議を進め、加工を取り入れた農林漁業の六

次産業化を進めていきたいと考えております。 

 最後に、振興計画についてお答えします。農林漁業の振興施策は、第４次日出町総合計画の前

期基本計画に定めております。なお、本計画の計画期間は本年度まででありますので、今後後期

計画の策定に取り組むことにしております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  私も、人口はどれくらい今日出町がふえたのか、また今度の統

計でどれぐらいふえたのか、それは全部調べてます。でも、最近は１００人ずつなんですよふえ

てるのが。町長、３万人するには１００人ずつ１年間にふえても町長はおらんときですよ。（笑

声）実際言うて。そうでしょう。たった１００人ずつふえちょるんだったら。 

 だから、町長が本当に３万人にするなら、観光協会課長は観光で集める集めるちゅうけど、基

本的には住居を日出にきちっと構えてくれて、家を建ててくれて、そこで所得をふやしてくれて

日出町に住む人が３万人になるのが一番私は財政的にもいいし、堅実な町になっていく。 

 そのためには、日出町にきちっと住みついて、よそに働き行っていいんですよ。日出町に住み

ついて生活をしてもらうと。その人を３万人どうふやすのかというのが町長のいう私は３万人の

人口をしたいということだと思います。そのために、具体的にどう手を打っているんかちゅうこ

とを私は聞きたいのですよ。 

 それでは、今の言った観光でこう、観光客が来るのはいいですよ。でも、日出町は買う店が余

りないんでお金もなかなか落ちないんですよ。やっぱまだまだそういうふうなつくり方をしない

と。 

 ただ、それするんだったらやはり町営住宅をきちっとするとか、新しく家を建てるようなとこ

ろをつくるとか、行革はわかりますよ。町長の４年間行革やって、私はよくできたと思います

１期目。でも、もう行革だけで日出町の人口もふえてないし、財政的にもなかなか建て直しはで

きないと思います。それは、行革というのは結局的には辛抱するということなんですよ。むだを

省くことはいいでしょう。でも、みんなの手数料を上げたり下げたりしなければ行革は成り立た
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ないちいうことで、それは限界が来ると思うんですよ。 

 今結局は、町税は上がらないと。法人税も住民税も上がらないという状況におくたっているん

です。それだったら、やはり日出町に多くの人を住まして、固定資産税上げたりそこで働く人の

所得税をふやしたり、そこに手をつけないと行革だけを続けても私は町の発展にはならないと。 

 だから、行革をやりながらそういうところに手を出すところはきちっと手を出してやるという

ことを町長が任期中に本当にやるのかどうなのかは、私は３万人に到達するかどうかにかかって

くると思います。その辺を町長が本気で考え計画を立てて、それも具体的にいつごろまでどうや

るちいう計画を立てないと、ずるずるずるずるいって、いつなるのかわからないというふうにな

るんで具体的な計画を立てる。 

 一つ、町営住宅の建設の問題ですが、先般国会の質問の中で、国が今度交付金の活用、住宅リ

フォーム助成制度ちいうのをつくりました。その中で、社会資本整備総合交付金制度ちいうのを

つくられまして、町営住宅などの建設建てかえには国が４５％の交付金査定をするというものも

出てきました。 

 だから、こういうことを利用しながら、今青津山の住宅に行ったら皆さんわかると思います。

もう古いところは入れない。そうでしょう、青津山もう古いところは入れない。なぜならったら、

もうぼこぼこの住宅ですよ。本来、あんな住宅を建てちょる自体がおかしいような状況になって

います。でも、町民は入っています。 

 それだったら、例えばあそこは上と下があるんで、下は１階全部建てかえて上に移ってもらう

と。入れない人は、今アパートいっぱいあいてるんでそういうとこに移ってもらうと。そして建

てかえれば一定の料金上がるでしょう。それも今３年から５年の経由して上げることもできるわ

けですから、そういうこともして、本当に普通の人がきちっと入れるような住宅を町はやはりす

るべきだと思います。 

 あんな住宅をたくさん持ってると、そこに入る人たちは大変な人ばかりですよ実際言うて。だ

からそういう建てかえを、こういう制度ができたんならこういうのを利用しながら、私はやはり

きちっとすべきだと思います。 

 そして、先ほど日出町には新しく土地をつくるとかいうのはなかなかできないというが、あの

川崎の尖りには膨大な土地があります。あそこに橋もかけました。もう道路もすぐできます。そ

して、内野地区にはいい道路も今つけています。下水道もあの近くまでいっています。そういう

ところに、本気になって町が手を出すのかどうなのか。それも、国の施策やらいろいろ取り入れ

ていろいろ考えて、そして人口増のためにやはり計画を立てるべきだと思います。町長、その辺

はどうでしょうか。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 
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○町長（工藤 義見君）  人口増加ということは、私はさっき言いましたように各課にまたがって

まだ私はかかわるとこはたくさんあると思います。教育委員会の教育の意欲の向上、あるいは福

祉や医療の充実、もう私は町の総合的に頑張って取り組むべき事項であります。それだけにまた、

時間もいただいたわけでありますが、佐藤議員が言われるように私は総合的にやっていかないと

いけないと。 

 だから、今日出町は地域力あるとか若い人が多いとか言われておることもその評価も、日出町

にまた誇りに思って、あるいは自慢に思って日出町に住もうと。あるいは、ここで子供たちを育

てようと、生活しようとこういうことになるわけであります。 

 したがって、どの部門も大変重要であります。したがって、今回の予算は既に四、五年かけて

行財政改革を中心にやってきましたけども、改革を乗り越えて挑戦する予算ということになって

おるわけであります。それのみならず、もっと幅広く町の将来を見直した町政発展のためのこの

政策を充実をしようと。組織の点も予算の点もとこういうことで、かなり積極的に推進してると

こういうことであります。 

 そういう中で、私は今特に住宅政策のお話がありました。そういう中で、私どもはさっき県職

員住宅を購入して、９戸、いよいよ４月以降こうこうしてやるということとあります。 

 それから、いま一つ課題が多いのは、青津住宅にかなり町営住宅がございますが、新しく建て

れば今のような数千円で入るちゅわけにいきません。最低３万とか４万とか５万とかこういうこ

とになるわけで、今の人たちを皆出てくださいとこういうことなるのかどうか。先般も青津地区

でお話し合いをしました。 

 そういう中で、私どもは今度の住宅をどうするかということで、私は町長になって一番先に手

がけたのは農振の解除やりたいと思って、道路周辺を全部除外するように検討しました。約

２３０ヘクタールぐらいの除外を県のほうに申請しましたけど、なかなか抽象的なことでかえっ

てできないと。具体的にここをこうするこうするということでなければ解除できないということ

でありました。 

 したがって、私どもは、日出町としてはまだ広大な土地があります。したがって、今言われた

ような内野地域の開発も含めて今計画がありますし、リーマンショックで若干中断しております

が、新たに若干の動きが近く出てくるんではないかと。決して、看過してるというわけでござい

ませんので、今後ともいろんな、そういう中で日出町に住んでいただくために、今高齢化がある

いは少子化が進んで、全県的全国的に減少傾向の中で、私はあえて３万人を目指すとこういって

いるわけであります。 

 歩みは遅々としても目標はしっかり掲げて、そのために減るべきところを横ばいに、横ばいの

ところをふえるように、多少ふえるのをもっとふえるようにとこういうことで、精いっぱい私は
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努力させていただこうと。そのたけに、今日出町は御案内のとおり子供たち、生まれる子供とお

年寄りと見るとやや亡くなる方が多くなっております。これが一つの大変課題であります。 

 それといま一つ、高齢化と少子化とその中で、子供の率も０.１ずつぐらい、少しずつ、１年

ずつ減っております。１５歳未満であります。それから、１５歳未満から６４歳までの働き盛り

も若干減っております。高齢化が若干ふえておるとこういう実態を十分踏まえて、私も人口の問

題を対処してまいりたいと。決して後ろ向きということでありませんで、積極的に町政のあらゆ

る部門を通して頑張っていきたいとそういうふうに思っております。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  １１番、佐藤隆信君。 

○議員（１１番 佐藤 隆信君）  町長は、積極的に取り上げて推進するということなんでぜひや

ってもらいたいと思います。そのためには、やはり福祉や医療、教育、そして第一次産業である

農林漁業を同時に発展しないと、なかなか人は住まないというんで、それを同時にやはりやって

もらいたいと。 

 日出町は、多くのみんなの意見を聞くと日出町は住みよい町だと。水はきれいだし、環境もい

いし、災害もないという町なんで、やはりみんなが期待してるだけにそういう住めるところをつ

くってもらいたいというふうに私は町長に期待します。３万人を目指す町長だから、自分の任期

中に少しでもそれに近づくような具体的な計画を立ててもらいたいというふうに思います。 

 終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（城 美津夫君）  ８番、後藤佑君。 

○議員（８番 後藤  佑君）  ８番、後藤です。通告に従いまして一般質問をいたします。 

 昨年の県民体育大会から、主会場がブロック別開催になっております。ことしは別府ブロック

ということで主会場を決定し、速見郡も数種目実施されることと思います。 

 行政の御理解で、日出町は他市町村に比べてスポーツが盛んに行われています。これからも、

町民の体力、健康などに配慮しながら取り組んでいきたいと思っております。今回の県体の種目

と会場はどのようになっているのか。日出町ですね。それをお聞きをいたしたいと思います。 

 それから、２問目は日出町で開催の種目ですが、すべては困難と思いますが何らかの補助、そ

れから例としてはソフトボールのネットや綱引きのレーンマット等が考えられます。 

 県内から、多くの方が応援等に来られると思います。日出町のピーアールをする最もよいこと

だとは思っております。したがって、各会場の設備など万全を期して選手にプレーをしていただ

くことも大事かなと思っております。この点をよろしくお願いをいたしたいと思います。 

 それと、県の体育協会のほうから、これは補助金が出てると思うんですが、各協会に出ている、
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そこでストップするのではないかと思うんですが、もしかしたら会場にも幾らか来てるのかなと

いう気がいたしますんで、そこら辺もあわせて御返答をお願いいたしたいと思います。 

 あとは質問席から行います。 

○議長（城 美津夫君）  生涯学習課長、寺岡達一君。 

○生涯学習課長（寺岡 達一君）  ただいまの後藤佑議員の御質問にお答えします。 

 ことしの県体は、おっしゃるように、別速杵ブロック開催となっております。昨年からブロッ

ク開催ということで行われるようになりましたけれども、そして当日出町で開催される競技とい

たしましては、まずソフトボール男子、これについては予定が平原グラウンド、住吉グラウンド、

糸ケ浜グラウンド。 

 そして次になぎなたでございます。なぎなたについては、日出町営体育館これを予定をされて

おります。 

 それとアーチェリー、アーチェリーについては当町の安養寺グラウンド、これを全面でやりた

いというふうに事務局のほうから言ってまいりました。 

 そして綱引き、綱引きについては日出暘谷高校の体育館、これを予定をしております。 

 それとグラウンドゴルフ、グラウンドゴルフについては黒岩グラウンドで行いたいということ

でした。 

 それとゲートボール、ゲートボールにつきましては保健福祉センター、このグラウンドで行う

ということで県のほうから連絡がございました。これが、実際に今ずっと案でございましたけれ

ども、最終結論としてうちのほうに打診がございました。 

 それともう一つ、閉会式ですね。全体総合閉会式、これは日出の町営のホールでやるというこ

とで予定がなされております。 

 そして、各競技の準備や実施等については、県の各競技団体これがすべて執り行うということ

で、うちのほうで責任を持ってやるということではありますけれども、競技団体がすべて準備等

は行うということで打診を受けてございます。 

 そして、準備するものということになると、各競技団体が持ち込みをしていただくわけでござ

いますけども、おっしゃるようにうちの中で今各競技団体ごとにないものが幾つかございます。 

 もちろん、アーチェリー場が議会の御承認を得まして今つくっておるところでございますけれ

ども、これは別の場所に小人数でございますのでつくっておりますけれども、綱引き、そしてソ

フトボール、これらについては現行でソフトボールについては公式の大会で上位につながるもの

については外野フェンス、内野フェンスもあればいいんですけれども、外野フェンスの設置が義

務づけられております。これについては、当町については今自前のものというものがございませ

ん。 
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 そして、綱引きについても、マット、下に敷くマットですね。これと綱の巻上げ機等、これが

うちのほうに、当町の所有としてはございませんので、これらについてはできるだけ将来的には

購入していきたいというふうには考えております。 

 ただ、一概にマット及び巻上げ機といっても３００万ぐらいいたすものでちょっと金額的に高

いし、その辺については練習をしている方たちは今マットなしでやっておるという状態で、今後

練習していただくためについてもぜひ必要かなというふうに思っております。 

 このソフトボールについても、県の他の大会等も誘致ができない状態になっております。この

フェンスがないということについてですね。それについては、やはり今後検討しながら、これも

２００万近くかかりますが、この辺については何とかそろえていきたいというふうに思っており

ます。 

 そして、最終的に県体協からの補助金の話が出ました。この辺については、県の実行委員会等

にも確認をいたしました。そして、県の実行委員会からは県の各競技団体の県本部ですね、これ

らに運営資金としてすべてお支払をするということで、市町村には特に補助金は出さないと。 

 市町村に要求することについては、各種会場の減免ですね使用料の。これについてお願いをし

たいという返答でございました。 

 以上です。 

○議長（城 美津夫君）  ８番、後藤佑君。 

○議員（８番 後藤  佑君）  今、具体的にかなり話が聞けました。正式にマット、レーンマッ

トと巻上げ機、含めて今３００万と言いましたけど、我々が大分で買ったのは１５０万前後じゃ

ったんでかなりまだ値引きがきくかなとは思います。 

 それと、各会場の、黒岩含めて使うらしいんですが、各グラウンドの、黒岩、安養寺、糸ケ浜、

そして住吉グラウンドは今ネットを、高いネットありますね、１０メーターとか１７メーターと

かですね。あのネットがやっぱかなり今切れてますよね今。 

 切れてるちゅうのが、どうも硬式のトスバッティングをする関係じゃなかろうかなと私なりに

は考えてるんですが、ちょうど、指ぐらいなワイヤーを張ってます。支柱と支柱の間にですね。

そのワイヤーを張ってるところが皆切れてるんですよ。ということは、ワイヤーの手前にネット

があるから、直接こっちからトスバッティングするんで直接ネットとワイヤーの間にネット挟ま

れるんでそれで切れるかなと。ずっと切れてます。 

 そういうことで、使うほうも私も、使っているときには注意しているんですが、やはり各グラ

ウンドそういう注意札も立てる必要があるかなと。大事に使うためにですね。そのために、黒岩

のグラウンド、トスバッティングしてて、硬式ですね、向こうにちょっと出て通行人がいなくて

車がなかったから事故にならなかったんですけど、そういうときには逆に管理している町のほう
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がもし何かあったときにやられるわけですから、そこら辺も見て管理を、我々も使うほうとして

も大事に使うわないとということは十分わかってますんで、よろしくお願いをいたしたいと思い

ます。 

 それと、各会場県体があれば当然、私も綱引きに少し絡んでますが、開会式とかあと閉会式と

かは各市町村の三役クラスが来てやると思います。そういうことで、そこら辺を踏まえてやはり

日出町のＰＲもしていただけると、先ほど佐藤議員が言っていましたように日出町住みよい町だ

よちゅうのもＰＲできますし、そういうことでスポーツを通じてのまちづくり人口増もつながっ

ていくのではなかろうかなと思いますんで、私のきょう質問の最大目的は何か、そういうので設

備をお願いできないかなということで前向きに検討するということで、９月が県体なんでこれだ

けはもう間違いなく検討できると思いますし、あとは財政の越智課長の頭一つだと思いますんで、

よろしくお願いいたしたいと思います。 

 これで私の質問終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（城 美津夫君）  お諮りします。ここでしばらく休憩したいと思います。これに御異議あ

りませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、しばらく休憩します。午後１時

３０分より再開いたします。（発言する者あり）時間の訂正をさせてください。午後１時３０分

より再開いたし（発言する者あり）１時１０分より再開します。 

午前11時39分休憩 

……………………………………………………………………………… 

午後１時10分再開 

○議長（城 美津夫君）  休憩前に引き続き会議を開きます。 

 一般質問を続けます。３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  ３番、工藤健次です。通告に従って一般質問を行います。 

 はじめに、職員の給与体系の見直しについてですが、第二次日出町行財政改革プランの中で社

会経済情勢の変化、地方公務員制度改革の動向や人事院勧告を踏まえ、町の実情に応じた給与制

度のあり方について検討を行う。意識改革推進チームも、新改革プランとして定員管理と給与の

適正化を掲げています。 

 経済情勢や財政状況が厳しさを増す中、職員の高給やわたりが問題となっており、国は地方公

務員法の趣旨に反する疑いがあるということで、わたりのある制度の地方公共団体に対して適正

化を求めるとともに、地方公共団体に対し、職員の給与について情報開示を徹底するよう助言を
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しています。 

 地方公務員法２４条は、職員の給与はその職務と責任に応ずるものでなければならない、それ

から生計費並びに国及び他の地方公共団体の職員並びに民間事業の従事者の給与その他を考慮し

て定めなければならないとなっております。 

 県内の自治体もこうした流れの中、津久見、中津、豊後高田市が昨年の３月、それから釘宮大

分市長が本年１月に給与体系の見直しを発表しておりますが、まずこの問題について町長のお考

えをお聞かせ願いたい。 

 後の質問は質問席で行います。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  工藤健次議員の御質問にお答えいたします。 

 まずはじめにわたりについてでございますが、わたりとは給料表におきまして職務、職責に応

じた級より高い級に格付することであり、その定義についてはいろいろな意見がございます。昨

年度、新聞社が県下の市町村を対象に調査行った調査に対しまして、課題があると回答いたしま

した。総務省が行った調査においても、平成２２年４月１日現在で、大分県下１８市町村中

１２市町村でわたりがあるという公表がありました。日出町もその中に含まれております。 

 わたりについては、県は該当する市町村に対し級別職務分類表を職務を明確に分類したものに

するよう、また給与の級の格付を国の示す基準を超えないようにするよう、給与構造の是正を求

めている状況であります。 

 日出町としましても、県からわたりがあるという中で公表されております。しっかりその現実

を見つめまして、今職務の分類表を適正化に向けて案を作成してるところでございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  今総務課長話をしてくれたんですけども、町長にこの問題につい

ての考えを先にお聞きしたかったんで、町長に考えを。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  工藤健次議員から職員給料についての御質問がありました。ただいま担

当総務課長がお話したとおり、御指摘のとおり課題があるということで外部にもお話を申し上げ

ますし、また県のこのわたりと適正でないのではないかということについての指導もいただいて

る中の市町に入っております。 

 したがって、これは級は御案内のとき、議員も今お話がございました。当然、職務と責任の度

合いをしっかり考えて、適正に考えていくということがもう当然の理であります。当然、上位級

の構成比を、今問題はそれぞれの日出町の場合は１級から７級までの給料表を用いておりますけ

ども、その各級には当然のことながらその職務と責任が付与されているわけでありますから、本
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来の目的にそった等級、給与というのが適用されていくということについてはもう当然のことで

あります。 

 したがって、私どもは今申し上げたように中では随分いろんな検討をしておりますが、他の市

町村も相当検討の段階に入って、具体的な成果といいますか結果を公表しておる段階であります。

日出町も、できるだけ早い時期にきちっとした方向をお示しする時期であるとそういうふうに思

っております。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  それでは、日出町のその現状をもう少し、ラスパイレス指数とか

そこの関係を説明お願いします。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  次に御質問のラスパイレス指数についてのお答えを申し上げたいと

思います。 

 ラスパイレス指数とは、地方公務員と国家公務員の平均給与額を国家公務員の職員構成を基準

として、一般行政職における学歴別、経験年数別に比較し、国家公務員の給与を１００とした場

合の地方公務員の給与水準を示した指数でございます。平成２２年４月１日現在、日出町はその

ラスパイレス指数が１００.９となっております。国家公務員の水準を上回っており、県内

１８市町村中６番目の水準にあります。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  今１００.９とお聞きしたんですけども、できれば１７年から今

５％カットしてますね。それからずっとこう、年々多分上がってきてるんじゃないかなと思うん

ですけど、そこら辺の数字がわかりますか。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  ２２年は１００.９でございましたが、その前の２１年は

１００.７でございました。段々と、１００.２、数年前は９０台でございましたけど、年々ラス

パイレスが上がってるのは事実でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  ラスパイレス指数がずっと年々こう、例えば今言ったように

１７年ぐらいから５％給与をカットして上がっていってきてると思うんですけども、まだこのま

まの状況であればまたさらに上がることが予想されると思うんですけども、それが上がっていく

ことについて多分いろいろこう問題点が出てくると思うんですけど、そこら辺の財政負担が多分
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増加していくと思うんですけども、そういう状況になってきますわね。そこら辺は、その問題点。

構成比とかもあわせて御回答願いたい。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  ラスパイレスが上がることによって、当然先ほど申しましたとおり

見直しをしなければならないと思います。 

 その策としまして、案としまして、先ほど言いました１級から７級まで定めております、職務

と職責を定めました、職務分類表の見直し、これに基づいて給与構造の改善をしなければならな

いというふうに思っております。 

 適正な級に適正な職務、それが先ほど議員が言われました給与の、職務級の原則というところ

の原則というところの原点に立ち返りまして、そこの職務分類表を見直してそれに見合った給料

体系を構築すると。 

 その中で、今町長からも言いましたけど、今他市町村の状況もだんだんと変わっております。

そういう中で、参考しながら日出町にとって一番の望ましい給与構造の給与体系を見直して、早

い時期にそれを実施したいという今のところの案でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  今その、係長以上とかのその構成比はどういうようになってます

か。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  今ですね、１級から７級がございますが、１級が１４人、これ一般

行政職でございます。２級が７人、３級が２９人、４級が８人、５級は４２人、６級は４３人、

７級が４人となってます。これ一般行政職ですので、現業とかそういう職は入っておりません。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  今の数字からいくと、多分５級以上やったら半分以上、６０ぐら

い超えてるぐらいになってないですかね。そこら辺どうですか。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  そうですね。県からは５級以上の在籍する数というのが、非常に指

摘されているところでございます。 

 日出町も、大分県下の中では比率はそんなに目立つ比率じゃないんですけど、全国的に今見直

しがされている中で全国的にみればまだまだ日出町のこのパーセント、４級５級以上に在籍して

いる数字は高くなっております。県下の中では中、割合としては目立つ割合ではございませんが、

全国的な中を見ますと高い割合になっているのは事実でございます。 
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○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  平成１７年から多分５％ずっとカットして、毎年毎年条例を改正

してやっていってますけども、まだ２３年度もそれをやりますかね。 

 それとも、この２３年度中にその見直しを、是正を絶対するとか、そういう期限とかそこら辺

は全然まだ今のところ考えてないですか。 

○議長（城 美津夫君）  総務課長、工藤都四男君。 

○総務課長（工藤都四男君）  今の御質問でございますが、当然期限を切らなければできないこと

でございますし、県からも強く指導も受けている事実がございますし、早い時期という回答を申

し上げましたけど、２３年度中には新たな給与体系の見直しを図ってまいりたいというふうに考

えております。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  こういう問題になったのは、私も町民の方からそういう、高級と

かわたりとかそういうことを聞いていろいろ調べていってる中で今回質問に立ったんですけども、

なかなか今、先ほど言ったように世の中の経済情勢とかそこら辺は非常に厳しさが増しておりま

す。 

 それで、公務員関係は８時間ねきっちり、週４０時間とかそういう勤務体系の中で、労働条件

の中でやってるんですけど、一次産業の農林水産業とか中小零細業の方たちは朝早くから夜や遅

くまで、大体十五、六時間働いても幾らにもならないというような状況の中で、その中で税を納

めてこういっている現状があります。それでこういうことになってきたと思うんです。 

 それで、何日か前にもちょっと私のところにもよる電話が入って、この給与関係の質問される

んですねという話があって、その方は匿名でしたんですけども、なかなか変わらないというよう

な状況がその方は把握してたと思うんですけども、変わらなければもう毎回でもお願いしますと

いうような電話も入ってきてるんで、今言ったように県下の中で上位でもないということなんで

すけども、ぜひここら辺は一日も早く是正できるようにやっていただきたいと思います。 

 公務員法にも反するというような体系になってますので、ぜひ町長そこ辺をしっかりと、最後

力強くお答えいただきたいと思います。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  大変給与制度がひずんでるというか問題があるということであります。

私ども、相当力強く早期に解決していかなきゃならんと思います。 

 いま一つ、私から補足して説明させていただこうと思いますが、全国の市が６８３、大体数は

そういうものあります。それから町村で９９４というようなことになっておりまして、その中で

分類区分が例えば５万人未満についてどうとか、あるいはその５万から１０万、１０万から
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１５万、あるいは１５万以上のこういう分類区分がございます。 

 その中で、日出町は５万人未満の中に、当然２万８千ほどでありますから入っておりまして、

そういう中で、また日出町と産業構造あるいは就業ていいますか商業、サービス業、あるいは製

造業等に従事者の比率がありまして、日出町の場合は当然のことながら二次産業、三次産業で

８０％以上というランクに、非常に都市型の町になっておりまして、そういう分類からいくと

５分類の２段階ぐらい、２のところに位置すると。そういう団体がちょうど１５０ぐらいあるん

であります。だから、それを類似団体というふうに申しております。 

 そういう類似団体の中で、私は一概に全部全部一緒に見るというのはなかなか無理であります

ので、そういう中で今言いましたように、全国の市町村を見ると大分県だけがちょっと異例であ

ります。大分県の中で、県はかなり早くに是正されておりますし、先ほど議員御指摘のようにあ

る市町村については是正に努力し、また解決したところもありますが、かなり多くは未解決のま

まであります。 

 ただ、一概に申し上げられませんのは、日出町は人口が２万８千ほどでありますが職員が

２８０人、極めて少ないわけであります。職員１人当たりの町民のこの割当といいますか、担当

が１３５人を超えておりまして、県下の市町村の場合は７７人とか、標準で１００とそういうこ

とでありまして、大分市だけが１３０から１３０ぐらいありまして、日出町が飛び抜けて１人当

たりの住民の担当が多いとこういうことになってます。 

 そういう意味からすると、人数が少ないわけでありますから、人件費の総支払額は低いわけで

あります。ただ、そういう中で職務等級分類表上の区分からいきますと、今言われるようにラス

は１００.９とこういうことになって今後とも増嵩の傾向にあります。 

 そういう状況を踏まえてみますと、今後５％カットしてであります。５％カットしてこういう

状況でありますから、今全国の市町村で５の２という分類の中で私調べてみましたら、神奈川県

の葉山町で１０４.４というのがありまして、日出町の、当時これは去年の資料であります。日

出町の問題が１００.７という、今１００.９でありますが、去年１年前でいいますとこの

１００.７で５の２分類で１０番目に当たります。１５０団体の中の１０番目、したがって、類

似団体の中見ても若干このラス指数は高いとそういうことです。これはもう大分県の大半がそう

いう状況であります。 

 そういうことを踏まえて、先ほど言われましたように１から７の等級分類があります中で、特

に日出町は５級、課長補佐級、そしてまた課長級の６、７級この辺で合わせると６０％程度にな

ると。いずれも５で３０％前後、そして６と７で３０％、ちょっとこれこういうことであります

ので、足すと５、６で６０％ちょっと超えてると。 

 これは、さっき議員が言われたようにやや適正を欠くとこういう状況でございますので、先ほ
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ど総括して申し上げた中に課題がある、こういうことに申し上げております。 

 したがって、先ほど総務課長からもお話したように、これは早期に解決をしないといけないと。

そうしないと、５％私は一日も早く皆さんにお返ししたいと思っておりますが、今のような５％

カットして１００を超えてるという状況からすると、永久に私の関する限りでは返せない。 

 ですから、給与制度のかなりの根幹的な是正改正が必要になるとこういうことで、ちょっと日

出町の場合は時間がかかっております。よそよりと、ちょっと特異な状況にあります。これはも

う私も総力上げて対処してまいりたいということでありますんで、ひとつ御指導いただきたいと

思います。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  今町長も一日も早くということで、是正をするということで話を

伺ったので、一日見も早い是正を期待し次の質問に移ります。 

 次は、イベント実施時の駐車場についてですが、日出暘谷高校の跡地にはケーズデンキや亀の

井ホテルの進出が決定し工事も始まりますが、イベントのときは駐車場として使用していた関係

でこの部分が駐車場として使用できなくなります。 

 規模の一番大きな城下かれい祭りが間近に迫っていますが、駐車場の確保やイベント内容の見

直しなどの問題について、まず町長のお考えをお聞かせ願いたい。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  確かに、現状の高校跡地を使ってまいりましたが、もう既に私どもはそ

ういったことが、企業の立地ということで埋まるということを想定しまして、駅周辺の駐車場整

備も若干手がけておりますし、そのほかの地域での対応もということで今後のイベント等の支障

がないように現在努力しておりますし、時期になった時に支障のないように努力するということ

で内部的に検討してます。 

 具体的には、担当のほうから報告させていただこうと思います。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  工藤健次議員の御質問にお答えいたしたいと思います。 

 町内の最大イベントであります城下かれい祭りについての対応についてお答えをいたしたいと

思います。 

 今御質問のように、駐車場確保のための一つの方法ということで、今イベントの見直しといい

ますか開催の見直しをしております。検討中でございますのが、従来集客効果等を目的に協賛イ

ベントを各種団体の方にやっていただいておりました。この協賛イベントの開催につきましては、

今団体の皆さんと見直しを含めて検討してもらっております。開催時期をずらしたり、開催する
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場所を変えたりという方向で、今各種団体の皆さんと協議を重ねて理解を求めていきたいという

ふうに思います。同意を得ましたら、実行委員会に提案をしていきたいというふうに思っており

ます。 

 例えば、今工藤議員さんも関係しております剣道大会等につきましては、会場を日出暘谷高校

の体育館のほうに移していただくとかいうことで、中央公民館周辺の駐車場を有効に活用したい

というふうに思っておりますので、そういう面で御理解をしていただきたいというふうに思いま

す。 

 なお、具体的なことにつきましては実行委員会で協議していきたいというふうに思っておりま

す。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  今の説明で、ちょっと場所がなくなる関係の台数と、それからそ

の代替の駐車場はどっか確保したか、そこら辺を。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  駐車場の代替用地等につきましてでございます。高校跡地の一

番なくなるのは上段部分であります。いわゆるケーズデンキが建設予定の土地でありますが、こ

こには今現在２０８台の駐車場を確保しております。これがなくなるということなんで、これに

つきましては先ほど言いました町営体育館周辺の中央公民館の駐車場、それから臨時駐車場とい

うことで大田公園を今検討しております。ここに約百四、五十台とめられる予定でございます。 

 それからあと、今暘谷駅の前の駐車場ですね、町営地駐車場を整備しております。こういった

ところを合わせますと大体２０８台分の駐車場の確保はできるんじゃなかろうかというふうに思

っておりますが、かれい祭りにはどれだけの人が来るか予想がつかない部分もあります。できる

だけ来るお客さんにつきましては、パンフレットやポスター等で自家用車の乗り合わせ等のお願

いをしていきたいというふうに思っております。 

 ちなみに、ことしの５月の１４、１５のかれい祭りにつきましては、電車いわゆる公共交通機

関を利用していただきたいということで、今ＪＲ等で協議をしてＪＲでツアー客を募集していた

だいて、電車で来るツアーの計画をしております。約４００人規模のツアー実施の返事を今いた

だいたとこでございます。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  じゃあ、そのイベントの内容も、例えばかれい料理を食べるお客

さんは多分町外の方が多いと思うんですけども、ここら辺もポスターとかで、例えば１週間期間
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を長くするとか何かそういう工夫とか、それからこのシャトルバスも今暘谷高校の跡地から回し

てるんですけど、例えば大きな駐車場があるハーモニーランドとかそこら辺と何か連携ができれ

ばそういうところから回してですね。そのシャトルバスを利用したお客さんには何か特典を与え

るとか、何かそういうふうに今までやってないような創意工夫をして、やられたらどうかなて思

います。 

 お客さんは、できるだけ近い近いところへやってくる、駐車場確保してやってくると思うんで

すけども、そういう今までと違った創意工夫をして分散型なっていけば、また今までと違ったあ

れが出てくるんじゃないかなと思います。そこら辺を。 

○議長（城 美津夫君）  商工観光課長、工藤要一君。 

○商工観光課長（工藤 要一君）  大変貴重な御意見ありがとうございます。実は、今度３月の

２４日ぐらいに実行委員会を予定しております。この中で、今言われましたように県外からのお

客さん等につきましては、料理店で料理がたくさん、昼間だけのみならず夜も食べられるような

計画を今、具体的な計画を実行委員会の前の実務部会の段階で今検討しておりますので、そうい

った今貴重な御意見をいただきましたので検討させていただきたいというふうに思います。よろ

しくお願いしたいと思います。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  それでは、その検討委員会でしっかりと検討して、皆さんに余り

迷惑がかからなくて来客がたくさん来るように企画をしていっていただきたいと思います。 

 これで質問終わります。──終わるて言ったんですけど、一つ町長に聞きたいんですけど、今

職員の駐車場がありますね。あそこの件をお客さんに開放できるとかそういう、それから今料金

的なものは職員の方はどうされてるんですかね。そこをちょっと１件だけ。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  暘谷駅前の南側の駐車場がございます。これは、町が借りておりません

でトキハインダストリーが借りておられるわけであります。そして、トキハインダストリーが現

在使ってる駐車場が町有地であります。したがって、お互いに近いほうがいいと。職員は、若干

トキハの仕事の関係からすると近いほうがいいということで、交換しています。 

 ただ、便宜供与していただいておるわけで、職員からは駐車場料金をとっておりません。した

がって、今度やっぱり今お話のように、こちらの南側については皆あれ個人の私有地、わたくし

有地でありますが、休み等は今借りておるわけでありますので、かれい祭り等の休みの期間にな

れば当然そういうところも検討の余地がある、やっぱり近いほうが皆さん便利がいいわけであり

ますので、一部町が借りておりました、具体的に申し上げませんが幸喜屋さんの土地については
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お返しして有料駐車場になっております。 

 そういうことで、周辺のこの駐車場について私は、職員が使ってる分等についてはまた皆さん

方のために有効に活用すべきであると私も思いますので、そういう対応についても十分内部で検

討させていただきたいと。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  ３番、工藤健次君。 

○議員（３番 工藤 健次君）  大変申しわけございませんでした。途中で終わってから質問をし

て済いません。 

 じゃ、これで質問終わります。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  ６番、森でございます。実は、一日かけて仕上げた一般質問の資

料がけさ吹っ飛びまして、パソコン上から消えまして原稿がありません。それで、質問の内容も

ちょっと順序立ててできるかわかりませんし、全く通告にない質問も飛び出すかもしれませんの

で、課長さん方御注意をいただきたいと思います。 

 昨年１２月の定例会におきまして、財政面から国保、介護特別会計につきまして、２２年度と

うとう両会計合わせると５０億を超えたと。それをどういうふうに認識をしているのかというこ

とで質問をしたんですけども、時間の関係で十分な質問も答弁もすることができませんでしたの

で今回改めてお聞きをいたしまして、それから新たに提案もさせていただきたいというふうに思

っております。 

 前回もちょっとお話をしましたが、日出町は行革におきまして一番最高で町の借金であります

地方債が１６４億あったものが、行革によりまして１４８億になった。そして、主要２基金、財

政調整基金と減債基金が合わせて最低のとき５億円台でしたけれども、この行革を行いまして

１３億円台まで回復をしたということであります。 

 一方、先ほど申し上げましたが、国民健康保険特別会計そして介護保険特別会計これが、介護

保険に関しては年１億ずつというわけではないんですけれども、国保に関しては１億ずつふえて

いるというな状況で、両会計合わせると５０億を超えたと。これは、当初予算で、平成２２年度

も実は当初予算で５０億を超えていました。私の計算違いで、けさ計算したんですけれども。 

 そして、平成２３年度も介護保険のサービス事業の分も含めてですけれども、５０億をとうと

う超えたと。当初予算で超えてしまったと。恐らく決算すれば、締めを行えばこれじゃきかない

ような数字になっていくというふうに思っています。 

 この件について、町として、執行部として、もう現状のまましょうがないというふうに思って
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いるのか、どういうふうに、この両会計このままどんどんどんどん増え続けてもいいのかという

ことで、どういうふうにこの件認識しているのかお聞きをいたしたいと思います。 

 後の質問は質問席から行います。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  ただいまの森議員の質問にお答えしたいと思います。 

 年々ふえ続けています国保、介護保険をどう認識しているのかという御質問でございますが、

経済情勢の悪化によります景気低迷で、非自発的退職者による国保加入者の増加及び高齢化によ

り医療費及び介護給付費が年々ふえ続けております。 

 その対策といたしまして、国民健康保険につきましては国保会計の安定化のために医療費の適

正化に取り組んでおります。特に、保健師、管理栄養士により、２２年度２３年度の重点事項と

いたしまして、対象者を４０歳以上の国保加入者全員に拡大いたしまして、生活習慣病の予防や

重症化予防に努めて医療費の適正化を図っております。また、ジェネリック医薬品の普及にも進

んで取り組んでおります。 

 さらに、生活習慣病予防のための特定健診の受診に積極的に取り組み、受診率は年々、若干で

はありますが向上しております。 

 介護保険のほうにつきましては、制度が発足して以来およそ１０年が経過いたしました。当時

と比較してみますと、高齢化によりサービス受給者及び給付費は当時の倍近くに増加しておりま

す。保険料も、全国平均で月額２,９１１円でありましたのが、現在４,１６０円となっておりま

す。 

 また、厚労省では、５期計画の平成２４年度からは全国平均５,２００円程度になると試算も

出ております。そういうふうにしないためには、国における新たな財源確保は急務になってくる

であろうと考えております。 

 日出町では、現在健康や介護予防対策といたまして、看護師、管理栄養士４名で町内７７自治

区に出向きまして、健康対策や健康相談、栄養指導を実施してきております。また、希望者には

自宅まで出向きまして個別に健康相談や栄養指導も行ってきました。各種教室等、介護予防事業

のより一層の拡大充実を図り、健康診査の受診率向上を目指し、さらに医療費や介護費の効率化

に努めてまいりたいと考えております。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  どの課がお答えになるかということだったんですけれども、財政

的な面からお答えをいただきたい。財政課長お願いします。財政的な面から、一般会計にすれば

繰出金が年々ふえているということですよね。 
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 １０年前のお話がありましたけれども、１０年前と予算規模は変わらない。平成１４年で

８５億ですから、約９年１０年前とほとんど一般会計の予算規模は変わらない中で、国保介護の

会計は合わせて５０億、そのうちの一般会計からの繰出金も恐らくふえているでしょうから、そ

の分自由に使えるお金も減っているということだと考えています。財政的な面からどういうふう

にお考えなのかお答えいただきたいと思います。 

○議長（城 美津夫君）  財政課長、越智好君。 

○財政課長（越智  好君）  森議員にお答えします。私も、この年々ふえ続ける社会保障費関連、

医療それから扶助費関連、ゆゆしきことだと思っておりまして、今おっしゃるとおり２３年度の

新年度の国保、それから介護、それから後期高齢者医療、合わせて５３億ぐらいの金額になって

おります。 

 前々から、査定のときでもそうでありますけれども、これから団塊の世代の人たちが６５歳以

上もうすぐ迎えようとしております。そうしたときに、またさらにこれ医療費が膨大になると。 

 この社会保障費をふえた分、普通建設事業が減っているのは確かであります。そうした中、や

りくりをしているんですけれども、とてもこれはこの今の現状、少子高齢化の進展の中でなかな

か抑えきれないものがございまして、やはり健康づくり事業をやっていって皆さん方が健康にな

っていただくと。そういうことは何とかできないもんだろうかというようなことで、健康増進課

の課長とも査定の中でお話をした経緯がずっとございます。どういうことが一番効果があるのだ

ろうかということもお話をしてまいりました。 

 これからまた、先ほど健康増進課長がいろんな対策を頭を痛めて講じておりますけれども、ま

たさらに一番効果のある事業がどういうことであろうかということは、これから一緒に検討して

まいりたいと思います。これはもう、本当に喫緊の課題でありますし、財政としてもこれはどう

かしなきゃいかないとそういうふうには思っております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  財政課長おっしゃるとおりなんですよね。先ほど、増進課長もお

話ありましたけれども、保険料ももう既に平成１２年発足以来倍になってるてこと、会計自体も

倍になってるんですよね。 

 先ほど財政課長が言われたとおりに、一般会計をも圧迫をしつつあるということ、そして団塊

の世代のお話ありましたけれども、退職者の被保険者にもちろんなっていきます。その方々が、

今度は介護を使うようになる。両方ですね、また相乗でふえていくわけですよね。 

 私は、今まで全く何もやってなかったということは言わないんですけれども、健康づくりに関

する施策は効果が上がっていないとしか言いようがないんですね、この結果を見ると。いろいろ
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増進課も対策課も仕事しておられるんですけれども、先ほど保健師さん、健康予防師さん、予防

師、４人の方がていうふうな話がありましたが、到底この４人では日出町の２万８千の人口をカ

バーするには少ないわけですよね。 

 私は、先ほど町長職員２８０名と言いましたけれども、こういったことに関しては臨時ではな

く、非常勤ではなく人を入れていいと思うんですよね。２８０人がまた２５０人になったという

ことで拍手をされることもないでしょうし、要る人間はやっぱり必要だというふうに思ってます。 

 今、増進課長のほうから全くお話ありませんでしたけれども、健康づくりに関しては平成

１５年にいきいき日出町健康プランというのがつくられております。昨年、いきいき日出町健

康・食育プラン、２２年３月これ計画出していますよね。 

 これは、一番最後、協働による計画の推進というところで行政の役割というのを書いてます。

ちょっと読みますと、本計画を広く住民に浸透させるとともに、住民が気軽に健康づくりや食育

に取り組めるように町全体で支える仕組みづくりが必要ですと。保健分野に限らず、広範な分野

の担当部局が連携し、協力し、全庁的に計画の推進に取り組みますと。 

 これ、全庁的に取り組むということですよね。平成２３年度の予算編成に当たって、この本を

開いてこの中から、いろいろあるんですよ取り組むべきこと、行政が取り組むべきことですね、

たしか──ちょっと待ってください──ああそうそう。妊娠妊婦期から老齢期まで５段階に分け

てそれぞれ行政が取り組むこと、私にできること、家族ができること、地域や職場でできること、

行政が取り組むことと、これもこの４分野に分けてそれぞれ５段階に分けて行政が取り組むべき

こととして書いてるんですよね。 

 平成２３年度の予算において、このプランを参考にして予算を組んだ課がありますか。開いて。

これもちろん、日出町は総合計画が上位法ですからそれにのってやってるということができるん

ですけれども、この本を実際開いて、若い職員でも課長さんでも結構ですんで、これについて健

康づくりやっていくということでこの予算をつけたいというような取り組みをした課はあるかど

うか、ちょっと。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  ただいまの御質問でございますが、この健康プランにつきまし

ては、健康増進課と福祉対策課が共同して２２年の３月に策定しております。 

 今回の計画にいたしましては、健康増進計画と食育推進計画を一体的に策定したものでありま

す。特に、食育推進計画につきましては、日出町として初めて食に関する施策を推進するための

基本的な考えを取りまとめた計画であります。 

 内容につきましてでありますが、先ほど議員さんからおっしゃられましたように、妊娠期から

高齢期までの５つのライフステージ別にそれぞれの分野で目標を掲げております。 
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 町民ができること、家族ができること、地域、職場ができること、それから行政ができること

というふうに内容をあらわしております。（発言する者あり）はい。（発言する者あり）はい。

（発言する者あり）うちの課としては、当然この計画を策定しておりますので、うちの課といた

しましては当然これを見て予算はつくっているつもりであります。 

○議長（城 美津夫君）  福祉対策課長、合田俊君。 

○福祉対策課長（合田  俊君）  この計画は、福祉対策課のほうも一応連携といいますか、同じ

ように加わって計画いたしました。 

 この中で、行政が取り組むという欄、これの各欄を、特に福祉対策課は子供の健康等になりま

すので、その分につきましては各、福祉対策課が健診とか乳児訪問とか妊婦健診とかそういうと

ころでこの本といいますかこの計画に沿ってやってしてますし、２３年度もそのようにして予算

を計画いたしました。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  この計画は検討委員会というものがございまして、検討委員会の

行政関係では企画振興課、教育総務課、生涯学習課、農林水産課、今答弁いただいた増進課と対

策課なんですよね。 

 食育に関すればもう学校なんか最たるもので、でもその本は開いたことがないということはな

いでしょうけれども、存在を知らないということもないでしょう。せっかくこういうものをつく

ってあるんですから、２つしかないんですよね実際は。から、健康増進法で上から国から来て、

ひな形があってそれに沿ってつくったということではやっぱり困るんですよね。食育に関しても、

食育推進法これから来てるわけですよね。 

 国からおり県からおり、県から町に来たからというんでつくって、最終的に５年間後にアン

ケートだけとって、項目についてパーセント出せばいいとそういうものじゃないんですよね。私

としては、予算編成の段階でそういう声がもし上がってきて、健康づくりのため食育のために、

やはりその声が上がってくるのが当然だと思うんですよね予算編成の段階でも。 

 だから、それができていないていうことはやはり今も妊婦期から乳幼児期までは対策課、それ

以外は増進課というようなことで分かれてるもんですから、なかなか横の連携もとれないという

ふうに思うんですよね。 

 ２番目の質問書いてあるんですけども、健康づくりとあわせて国保、介護保険の抑制、財政的

な面からも抑制しなきゃならないと。もちろん町民の皆さんの健康を確保するためにも、やはり

今まで、先ほど申し上げましたけれども現状の対策では効果が上がっていないということですか

ら、私はこれもう本気になって１つの課、あるいは１つの担当係をつくっても、それ専門にやる

ことがこれからは必要だと。 
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 どんどんどんどんこれまだふえますよ。一般会計に近付くような勢いでふえるんじゃないかて

いうふうに、僕本当に心配してるんです。今言ったその財政面からだけではなくって、日出町の

住民の方々の小さな子供たちからお年寄りまで、すべて把握して健康づくりについて仕事をする、

課、もう課が一番いいと思います。できなければ係をもう専門的に、こっちでケアプランつくっ

たりとか何かこうしたりとかいうなことはもうしないで、それ専門的にやるとこ、部署がやっぱ

り必要だと思います。ぜひ、今年度、先ほど課の統合は、新しい係の創設ていうのありましたけ

れども、この件についてもぜひ検討していただきたいと思います。御意見を聞かせてください。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  森議員の御質問の専門的な係、または課をつくったらどうかと

いう御質問でございます。 

 御指摘のとおり、今健康増進課と福祉対策課が乳幼児から高齢期までということで、年齢によ

って分かれている、仕事内容が分かれている部分がございます。これにつきましては、２つの課、

町民のニーズに対応、課に対応するために平成１８年の４月に福祉と医療部門の統合を図りまし

て、福祉保健課を分割いたしました。住民課の健康、国保の業務もうちのほうに統合して組織編

制を図ったところでございます。 

 その間、介護保険、国民健康保険、健康づくり、子育て支援と保険者介護の支援専門員の増員

を図ってきたところでありますが、既に５年が経過いたしました。福祉部門の制度の変更や人口

の高齢化、町民のニーズの多様化に対応するためには、さらなる組織の見直しを行う時期に来て

いるのではなかろうかというふうに考えております。 

 今後、先ほど森議員がおっしゃられましたようになことも踏まえまして、十分検討いたしまし

て町民の健康づくりとあわせ医療費、介護保険等の抑制に対応できるような組織づくりをしたい

と考えております。 

 以上です。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  私としては、もう健康増進課、それから福祉対策課これもう１つ

にまとめて、新しく健康づくり推進課みたいなものをぜひつくって、もう住み分けをきちっとし

て、人が足らなければもう人員を増加してもいいと思います。 

 その辺の人件費、今私が２２年の決算ちょっとがばっと、見て、先ほど２８０名で人件費が

１９億ぐらいで、非常勤と臨時と合わせると、臨時と非常勤で１億ぐらいにもなるんですよね。

全部計算しましたけども。それでも、以前よりは少ないんですよね。だから、そういうことに関

しては人を入れてもいいと思います。保健師さんなりその指導する方なりですね。 

 それと、もう一つは、教育現場にしても社会教育の現場にしても、健康づくりについていろい



- 84 - 

ろされていると思うんですけれども、これ成果が上がってないのは事実なんですよね。 

 だからもう、協力してやっぱりやっていかないと、食育に関してもそうですよ。給食に限らず、

家庭でのことについてもいろいろされているでしょうけれども、成果が上がっていないというこ

とですから、ぜひそういったところを統括する部署をつくってやっていかなければ効果は上がっ

ていかないというふうに考えます。町長、ちょっとその辺について答弁願います。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  森議員の御質問にお答え申し上げたいと思います。 

 やっぱり、福祉、保健課が２７名体制が既に５０名以上の体制になっておるわけであります。

私はもう、相当の職員の配置はしてるというふうに思っております。そういう中で、先ほど森議

員が２８０名あるいは２５０名というお話をされましたが、私が町長になったときは２３７名で

あります。現在は２１２名の体制になってます。 

 したがって、約２５名の職員減があってますが、この職員の２５名の減によって日出町の健全

化は現在実現してると私は思ってます。なぜかといいますと、その間に多くの職員がやめていき

まして、退職金もほとんど退職債等の借用ていうか借りることなく、この健全な経営の中に全部

吸収して今日に至ってると。 

 したがって、他の都道府県市町村を見ても大体類似団体として見ると２００人前後、そういう

ふうに思います。大分県は若干、合併そのほかしましたのでやや人数が多くなっておりますが、

全国平均にしましても日出町の２１２名という数は私は標準的な団体の人数ではないかとそうい

うふうに思っております。 

 そういうふうに考える中で、問題は既に体制としてはいろんな考え方がありますが、今までの

１課を２課にして、これを３課にという考えがあります。きのうとおととい組合の交渉がありま

して、その中でこの問題がやっぱり出てまいりました。引き続き検討して、早い時期に結論出し

ていこうとこういうことでありまして、そういう意味では私どもは２３年度以降、鋭意この問題

を検討してます。 

 問題は、検討する中でこのスペース、場所がどういうふうに配置するかとか、いろんな内部的

な制約があったりします。問題は、私は国民健康保険税の徴収が約３０億前後になっております

が、徴収率が８８％であります。 

 私の先ほどこの新聞を、国保新聞というのがありましてそれを見ると、大変全国的にこの問題

は課題でありまして、国保と構造改革の問題として社会保障改革の中で一体化するというような

ことで、現在国においても検討されております。 

 その中で、大分市と由布市についてはこの国保会計に一般財源を、若干１億５千万程度入れて

る向きがあります。これ、事務費等で使ってるんだと思いますが、この当初から一般会計、赤字
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を出て入れるというのはいいけれども、一般会計から当初入れるのは会計制度の中身から若干課

題ではないかと、そういうような話も出ております。 

 したがって、私どもはやはり今の体制の中で、私はきついことを申し上げますが、課長、課長

補佐、係長等の機動力がしっかり発揮して、全体一致して連携していかなきゃいけないとそうい

うふうに思っておりますので、課長、課長補佐、役職の皆さんの統括能力、指導能力に大いに期

待をしたいと、常日ごろ激励もしておるわけであります。 

 課を幾らつくっても、それでいいかどうかというのはなかなか課題あります。やっぱり与えら

れた職責と責任を、あるいはこの課題をいかにするかということで、私国保連合会の中で理事を

務めてますので、日出町の医療分析を、国保連合会がしていただきました。全部、調査の課題が

出ておりますので、そういうものを含めて検討させていただきたいと思います。 

 以上であります。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  いつも時間がなくなって、後の質問恐らくもうできないと思いま

す。もう次回に回したいと思いますが、課長さん方にお願いをするということですけれども、実

際に、先ほど申し上げましたけども保健師さん、その４人で健康指導してるんですよね。４人、

何人。（発言する者あり） 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  先ほど議員さんがおっしゃられました４人が行って７７地区と

いうのは、緊急雇用対策事業で４人を臨時の方をことしは、今年度雇いまして行っております。

それよりほかに、正規の職員、正規の保健師や非常勤の保健師等がいますので、また別の介護予

防事業を行っております。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  そんなに人数はいないと思いますよ。１０人ぐらいですか、

１０人ぐらいですか。１０人で１万世帯を超える、人口２万８千の健康指導はできないわけです

よね。 

 高齢者だけにしても、６５歳以上２０数％、２３ですか今、高齢者の世帯だけでも、そんだけ

の人数で回るていうのはできないんですよね。だから、指導力を発揮してもらうていうことも確

かにいいことだと思いますけれども、ぜひそれだけに専門的に扱うその部署をやっぱりつくらな

きゃいけないと思います。 

 でないと、もう私申し上げておきますけども大変な、１０年後ですね団塊の世代が介護使うよ

うになる、７５、８０になったときに膨大なその保険料についても町民の皆さんに迷惑をかける

と、介護保険についてももちろん上がるわけですから、そういった心配もあるのでぜひ考えてい
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ただきたい、提案をさせていただきたいと思います。 

 それから、もう時間がありませんけれども、１番目の最後の３番目、そのためには基本となる

決まりがやっぱり必要だということで今回健康づくり推進条例、条例化をしてそのことに専門家

が当たるのが一番いいんじゃないかと。これによって、こういうプランも全く開いたことがない、

課長さんではいないでしょうけれども、恐らく職員の方も知ってる人は少ないんじゃないんです

か、あるていうのが。しかも、町民の方も恐らく知らないと思います。全戸配付してるわけじゃ

ないですから。こういうプランがあって、日出町が何かやってるぞということも知らないと思い

ます。 

 だから、そういうことも含めてある自治体はこういうことで健康づくり推進条例つくっており

ます。これは、やはり条例つくっても全く機能しない、冒頭話がありましたようにその犬猫の火

葬場にしても、条例つくっても抜け穴があって縛ることもできないというようなこともあります

けども、こういった条例をつくってしっかりして縛りをつけて、職員も行政も地域の皆さんも、

それから関係各種団体、企業も少しこう、一歩上の意識を持ってやってもらえるような条例をつ

くったらどうかという御提案をさせていただきたいと思います。 

 これは、行政の責務や住民、地域団体、事業者の役割を盛り込み、共同による健康づくりの仕

組みや行政の基本的施策、健康に関する安全安心の確保について必要な事項を定める。これ中身

見ると、やはり具体的なこともうたってるわけですよね。何々しなければならないというような、

行政に関してはですよ、民間の方々に関しては努力するというふうな文言なってますけれども、

こうこうしなければならないと条例でうたってるわけです。 

 こういうことをして、行政の中でまず何をそれぞれやらなければいけないのかということをは

っきりと明言をしてやれば、少しずつですけれども日出町は条例つくったんやなあということで、

住民の方々も知ってちょっとずつ意識が変わっていくと思いますし、職員もプランだけでは恐ら

く不十分であると。 

 ぱっと、今から下に言ってこれ知ってるかつったら、知らない職員恐らくいると思います。い

ると思います。だから、議会も一緒になって条例をつくっていって、一緒になって健康づくり、

それから食育に関しても条例をつくって推進をしていくということがこれから必要じゃないかと

いうふうに考えていますが、どなたが御答弁していただけるのか見解をお聞かせください。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  この計画書につきましては、全戸に配付はできておりません。

部数が少ないもんで配付できておりませんが、このダイジェスト版、概要版です。概要版を２千

部ほど作成いたしまして、各種教室等実施しておりますがそれで配付し指導し実践をしてもらう

よう指導しておるところでございます。また、このプランにつきましては、町のホームページに
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載せている、掲載してるところでございます。（発言する者あり）はい。はい。 

 １年前にこの計画ができたんであります。この計画は２６年まで続くわけでございます。それ

をまた踏まえまして、その後の計画づくりを行っていくわけでございますが、２６年まで一応実

績等状況を見ながら、議員さんおっしゃいますようにこの条例の策定も視野に入れながら考えて

いく、努力していくことが重要だろうと考えております。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  今そういうふうにおっしゃっていただきましたが、この健康食育

プランに書いてある行政が取り組むこと、これ別に年度途中、例えば２２年度に３月にできて、

２２年度どういうことがあったとか、２３年度はどういうふうな取り組みをするとかいうなこと

についてやってないと思うんですよね、検証をね。 

 これについて、先ほど申し上げましたがこれにのっとって、開いて予算はつけたというところ

も恐らくないと思います。私は、やはり条例みたいなそういうものをつくって、５年間に一度、

冒頭申し上げましたように、アンケートをとって数字だけ入れてまた同じようなことを書いてい

くということでは絶対これから乗り切っていけないと思います。財政的にも、先ほど申し上げま

した利用者の負担については大変なことになると思ってます。 

 それから、条例をぜひ検討をして、課長さん方が指導力を発揮できるようにしていただきたい。

先ほどおっしゃいましたけども町長、町長の考えを。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  議員が言われる方向というのは、私はそのとおりだと思います。やはり、

町民一人一人が、そして家族が職場が、そしてまた私ども行政が一体となって健康増進運動に取

り組むちゅうのは大変重要だと思います。 

 つくるつくらないというのはなかなか課題がございますので、私どもは今後の課題として十分

自覚して、職員の中にも何か目標定めて徹底できるような方向づけができればとそういうふうに

思っておりますので、今後ともよろしくお願い申し上げたいと思います。 

○議長（城 美津夫君）  ６番、森昭人君。 

○議員（６番 森  昭人君）  大変すばらしい決意をいただきましたので、もうあと残り２分と

いうことで、２番目の質問また次回に繰越ということになりましたが、実は以前にもこういうお

話をしたことがあるんですけれども、理念的なものじゃなくて具体的な施策を盛り込んだ子育て

の支援条例というものです。さっきの健康づくり推進条例と同じような考えで、ぜひこれも検討

をしていただきたい。 

 日田市が、今年度２３年度の予算で教材費を公費負担するということ新聞に載っております。

私も、このことについては以前から一般質問でたしか言った覚えがあると思うんですけれども、
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教材購入費のうちテスト、ドリル代、副読本代、学習帳代を公費で負担すると。 

 小学校１年生で年に６,５００円、中学校３年では１万９千円の負担が減るというようことで

すね。だから、ここまでいかないにしても子育ての支援、子供たちの教育に関して、やっぱり小

学校中学校になると相当要るわけですよね。こういうことも含めて検討する必要があるし、総合

的な子育て支援これもいろいろな課にまたがっていますので、それを集約するためにもやはりこ

ういった条例、もちろんやっているところもあります。具体的な施策もしてるとこもありますん

で、またこれについては次回質問をさせていただいて答弁をいただきたいと思います。 

 先ほど、大変いいお答えを町長からいただきましたので、ちょうど時間になりましたのでこれ

で私の質問を終わりたいと思います。 

……………………………………………………………………………… 

○議長（城 美津夫君）  １番、池田淳子君。 

○議員（１番 池田 淳子君）  １番、池田淳子です。通告に従いまして一般質問を行います。今

回質問をいたしますのは１点だけ。予防接種費用の公費助成についてであります。 

 本年２月１日より、国の補正予算計上により日出町においても子宮頸がん、ヒブ、小児用肺炎

球菌、この３つのワクチン接種費用の公費助成が実施されております。期限措置により、２年間

に限りではありますが、大きな前進であり大変感謝しております。 

 そこで、高齢者に対してもこの肺炎球菌予防ワクチンの接種費用の公費助成を実施する計画は

ないかお尋ねします。高齢者は肺炎を起こしやすく、また起こすと重症化しやすいため、高齢者

の死因の上位を占めています。 

 高齢者で肺炎にかかった人の半数近くはその原因が肺炎球菌であり、肺炎球菌ワクチンの予防

接種の有効性が見直されております。しかし、ワクチン接種は保険適用にならないため、費用は

６千円から９千円程度が自己負担となりかなりの負担と考えます。 

 そのような中、最近では自治体独自でワクチンの接種費用の公費助成が進んでおります。実は、

平成１３年に国内で初めて肺炎球菌ワクチン接種への公費助成を始めた北海道瀬棚町という町、

これは今もう合併しても瀬棚町という町なんですが、疾病予防対策を進めた結果、国民健康保険

の１人当たりの医療費において平成３年に道内１位だったのが１６年には１８２位と改善し、医

療費削減につながったとのデータもあるようです。 

 インフルエンザと肺炎は密接に関係しております。日出町では、高齢者へのインフルエンザ予

防接種費用の助成をしておりますので、さらに併用して医療費削減につながるのではないでしょ

うか。今後の取り組みについて御答弁願います。 

 再質問は質問席にて行います。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 
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○健康増進課長（八坂  司君）  池田議員の高齢者に対する肺炎球菌ワクチン接種費用の公費助

成の計画はあるかとの御質問についてお答えいたします。 

 議員御指摘のとおり、日本人にとって肺炎は死亡原因の４番目になっておりますが、高齢者が

肺炎にかかる原因といたしましては、肺炎球菌によるものが、マイコプラズマという菌がありま

す。それに続き２番目となっております。 

 このような状況の中で、もし肺炎球菌ワクチンの接種が必要がより高いのであれば、行政実施

主体となって予防接種を行わなければならない、予防接種法の中に位置づけられると思われます。

しかし、現在のところ予防接種法の中での位置づけではなく、接種者自身の判断責任において接

種を行う任意接種でございます。 

 例えば、予防接種法の中の定期接種である高齢者インフルエンザワクチン接種は、行政の責任

として接種者に対し町が接種費用を助成することによって感染の拡大を防止し、多くの町民の方

がインフルエンザで発病したり蔓延することを防ぐことができます。これに対しまして、この肺

炎球菌ワクチン接種は接種者個人が重病化になることを防ぐために行うものでありまして、数多

くある疾病対策の一つであると考えられます。 

 さらに、予防接種を行う場合は必ず接種後の副作用について考えなければなりません。副作用

に対する健康被害救済のこともありますので、慎重に判断する必要があると考えております。 

 また、この公費助成につきましては、平成２１年９月議会で陳情書が提出されておりまして、

継続審査の結果、２２年３月議会におきまして不採択となった経緯もございます。 

 しかしながら、小児用肺炎球菌ワクチンにつきましてはほとんどの自治体において実施するこ

ととなっておりまして、状況も先ほど言いました１年前とは変化してきております。今後は、県

内の他の市町村の状況等も考慮しながら検討してまいりたいと考えております。 

 以上です。 

○議長（城 美津夫君）  １番、池田淳子君。 

○議員（１番 池田 淳子君）  このワクチンの効果は約５年間で、接種年齢も何歳にするかてい

うことでもまた変わってくるかと思うんですが、肺炎の重症化ていうのがやっぱり大変問題にな

っております。 

 例えば、高齢者施設に入所する前には必ず接種しておいたほうがいいとか、そういう見解もあ

るわけですよね。アメリカのほうでは、ワクチン接種５年経過後また再接種を行っているていう

データもあるようです。 

 医療費削減について、先ほど先輩議員からもありましたけども、公営化が進む中でかなり医療

費が占める割合というのも大変大きくなってくると思うんですね。そんな中で、やっぱり予防を

することで医療費を抑えるていう視点というのが本当に大事ではないかなと思います。 
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 冷静に試算をしていただければ、重点的に予防施策を選択することによってかなり医療費、社

会保障費抑えられるのではないかなと思うんですが、町として、日出町としてそういう医療費を

抑えていくていう今後の取り組みというか考えはありますか。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  当然町と行政といたしましても、この肺炎球菌に限らず医療費

というものは抑えていかなければならないというふうに思っております。 

 医療費としての効果は、今先ほど池田議員がおっしゃったとおりでございます。日本では４番

目であります肺炎球菌が、全国今各地でだんだんだんだん高齢者に対する接種が行われてきてお

ります。県内におきましても、昨年１年前までは３つの市町村で助成しておりましたが現在は

４つで、また２３年度からもするような計画がある市もございます。 

 それから、この接種でございますが５年以上経過で、前は打ったら打てなかった、日本では打

てなかったんですが、２００９年から２回目も５年経過しましたら打てるということもあります。

それだけ副作用も、多くの方がだんだん打っておる、副作用も余りないんじゃなかろうかという

ことで、こういうふうに制度がまた変わってきているんだと思います。日出町といたしましても、

医療費削減のために前向きに検討していきたいと考えております。 

 以上でございます。 

○議長（城 美津夫君）  １番、池田淳子君。 

○議員（１番 池田 淳子君）  ぜひお願いしたいと思います。今回この１点だけですので、もう

そんなに長くはいたしません。最後になりましたので私も、全額が無理であれば半額または一定

額の助成をしていただく、そういった段階的に見ていただきたいかなと。 

 というのが、副作用の件については、これは慎重に検証をしていただきたいと思います。先ほ

ど、課長のほうから個人の疾病対策、予防のためだというお話ありましたけども、１人の命を守

る点から確かに予防ではあります。けども、全体的に大きく医療費を抑えるという点ではやっぱ

り進めていただきたい施策であると思います。 

 今、すいません、言いました全額が無理であれば半額または一定額の助成等についてまた前向

きに検討していただきたいんですが、答弁お願いいたします。 

○議長（城 美津夫君）  健康増進課長、八坂司君。 

○健康増進課長（八坂  司君）  年齢助成額でございますが、年齢も各市町村まちまちでござい

ます。７０歳以上、７５歳以上という市町村もございます。助成額につきましても、大体今、先

ほど池田議員おっしゃいましたように６千円から９千円かかります。 

 それで、助成額につきましても他の市町村見ますと、助成してる市町村見ますと２千円３千円

という額で助成しているようにあります。日出町におきましても、前向きに他の市町村を見なが
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ら検討してまいりたいと思っております。 

 以上です。 

○議長（城 美津夫君）  １番、池田淳子君。 

○議員（１番 池田 淳子君）  ぜひ町長にお聞きをしたいと思います。日出町が、医療、予防と

いう観点からこれで成功裏、成功体験をすることで予防重視という政策にシフトできるきっかけ

になるのではないかなと思います。 

 また、そうですねほかの自治体をかんがみながら、また国の様子を見ながらていうことである

かと思うんですが、そんな後方で様子を見るような日出町ではあって欲しくないので、町長に答

弁をお願いいたします。 

○議長（城 美津夫君）  町長、工藤義見君。 

○町長（工藤 義見君）  それでは、ただいまの議員の御指摘のありました点について御報告ある

いは答弁申し上げたいと思います。 

 県下の場合は、私は６市町においてやっているというふうに資料で拝見しておりまして、こと

しの４月から杵築市と竹田市が２３年４月からするということで、これで６団体のようでありま

す。 

 私ども決して、課長がいろいろ申しましたが十分内容を中で検討させていただいておりまして、

今のところどのくらいの予算がかかるかということの試算も相当いたしております。 

 そういう中で、７５歳とか７０歳とかありますが、４０％ぐらいが受診するんではないかとか、

そうしたときに今言ったような金額、七、八千円とか６千円から９千円とかいろんな金額が想定

する中で、やっぱりどのくらいの受診者があると考えられるのか。 

 そうしたときに、今県下で３千円と２千円のクラスがあります。したがって、そういうことを

すれば、日出町でどのくらいの受診があればどのくらいの予算が必要ということもある程度はじ

いております。 

 したがって、私今杵築市が始めるということでも医療圏が近くであります。したがって、そう

いうことも含めると今議員が言われるのは医療費の大きな抑制につながるということであれば、

私どもは十分慎重に検討しなきゃならんということでありますし、また既に検討いたしておりま

すので引き続き検討させていただいて、早い時期にまた結論が出ればというふうに思っておりま

すので、ひとつ今後とも御指導いただきたいと思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（城 美津夫君）  １番、池田淳子君。 

○議員（１番 池田 淳子君）  大変にありがとうございました。ぜひとも、杵築市隣の市でござ

います。検証結果を、私も調べながら医療費抑制につながるためにしっかり助成のほうをお願い

したいと思います。 
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 これで終わります。ありがとうございました。 

○議長（城 美津夫君）  これで一般質問を終わります。 

────────────・────・──────────── 

散会の宣告 

○議長（城 美津夫君）  以上で本日の日程は全部終了しました。 

 本日はこれで散会したいと思います。これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（城 美津夫君）  異議なしと認めます。したがって、本日はこれにて散会することに決定

しました。 

 本日はこれで散会します。御苦労さまでした。 

午後２時36分散会 

────────────────────────────── 

 


